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●   問合先　　都市政策課 住宅・空家対策係（　 ☎ 23 ｰ 2464）

　
我
が
家
を
空
き
家
に
し
な
い
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
の
行
動
を
考
え

る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
我
が
家

の
所
有
者
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
親
の
代
か
ら
住
ん
で
い
る
家

の
場
合
に
は
、
相
続
登
記
が
完
了

し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

相
続
登
記
が
完
了
し
て
い
な
い
と
、

い
ざ
売
却
や
譲
渡
し
た
い
と
考
え

て
も
、
手
続
き
が
困
難
に
な
り
、

結
果
と
し
て
我
が
家
の
将
来
の
選

択
肢
を
減
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申

請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
土
地

が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
解
消
に
向
け
て
ル
ー
ル
が
変

更
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

相
続
で
不
動
産
を
取
得
し
た
人
は
、

不
動
産
を
取
得
し
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
相
続
登
記
の
手
続
き
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
過
去
に
相
続
し
て
い
た
不

動
産
の
相
続
登
記
が
完
了
し
て
い
な

い
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
、
違

反
し
た
場
合
は
罰
則
の
対
象
で
す
。

相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
こ
と
で
売

却
や
譲
渡
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
な

い
よ
う
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。
我
が
家
の
進
路
を
決
め
る

前
に
、
ま
ず
は
登
記
簿
な
ど
で
現
在

の
所
有
者
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

我が家　を空き家にしない

　
所
有
者
が
住
ま
な
く
な
っ
た
家

の
進
路
は
、
①
家
族
が
利
用
②
賃

貸
③
売
却
④
譲
渡
⑤
解
体
な
ど
が

あ
り
、
次
の
よ
う
な
出
来
事
を
想

定
し
て
、
事
前
に
我
が
家
の
進
路

を
家
族
で
決
め
て
お
く
と
、
い
ざ

と
い
う
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
所
有
者
が
死
亡

　�

死
亡
と
同
時
に
相
続
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
相
続
後

に
事
前
に
家
族
全
員
で
決
め
て

い
た
選
択
を
実
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

▽
転
居

　�

転
居
な
ど
、
所
有
者
が
自
ら
の

意
思
で
住
ま
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
我
が
家
が
空
き
家
の
ま
ま

に
な
ら
な
い
よ
う
早
め
に
家
族

で
決
め
て
い
た
選
択
を
実
行
し

ま
し
ょ
う
。

▽
入
院
・
施
設
入
所

　�

認
知
症
や
事
故
な
ど
で
所
有
者

と
の
意
思
疎
通
が
で
き
な
く
な

る
と
、
た
と
え
実
子
で
あ
っ
て

も
所
有
権
の
移
転
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
事

前
に
進
路
を
決
め
て
い
て
も
そ

の
と
お
り
に
実
行
で
き
ず
、
相

続
が
発
生
す
る
ま
で
は
、
維
持

管
理
を
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
備

え
て
『
成
年
後
見
制
度
』
や
『
家

族
信
託
』
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　夏の暑い日や雪の降る寒い日、土砂降りの雨などから私たちを守ってくれ
ている『我が家』。我が家には、皆さんそれぞれに家族や大切な人たちと過
ごした思い出があると思います。
　そのような思い出を一緒に作ってきた我が家に、この先どんな未来が待っ
ているのでしょうか。我が家の未来を決めるのは、所有者の皆さんです。
　我が家が空き家になる前に、家族と一緒に大切な我が家のこれからを考え
ましょう。

特 集　

現
在
、
家
は
だ
れ
の
も
の

相
続
登
記
の
義
務
化

我
が
家
の
進
路

22024.7 広報伊万里



佐賀県司法書士会佐賀県司法書士会
司法書士　次村 憲二さん司法書士　次村 憲二さん

専
門
家
に
聞
く
『
成
年
後
見
制
度
』
と
『
家
族
信
託
』

Ａ
　�

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
低

下
・
喪
失
し
た
人
の
財
産
管

理
や
、
介
護
保
険
の
契
約
（
施

設
入
所
の
契
約
）
な
ど
、
生
活

の
管
理
を
す
る
身
上
監
護
を
後

見
人
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
　�

こ
の
制
度
に
は
、
家
庭
裁
判
所

が
後
見
人
を
選
ぶ
『
法
定
後

見
制
度
』
と
、
本
人
が
事
前

に
後
見
人
を
選
ぶ
『
任
意
後

見
制
度
』が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

自
宅
の
賃
貸
や
売
却
、
解
体

な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
家

庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
　�

家
族
な
ど
に
財
産
の
管
理
・
運

用
・
処
分
を
託
す
制
度
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利

益
は
委
託
し
た
人
だ
け
で
な

く
、
ほ
か
の
人
が
受
け
取
る
よ

う
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
自
宅
の
賃
貸
や
売
却

の
契
約
、
解
体
な
ど
の
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ａ
　�

ど
ち
ら
の
制
度
も
財
産
管
理

が
可
能
な
の
で
、
入
院
費
な
ど

の
本
人
に
関
す
る
支
出
は
管

理
し
て
い
る
口
座
か
ら
支
払

う
こ
と
が
可
能
で
す
。
加
え

て
、
成
年
後
見
制
度
の
法
定
後

見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
不
十

分
に
な
っ
た
あ
と
で
も
親
族

な
ど
か
ら
申
立
が
可
能
で
す
。

Ａ
　�

成
年
後
見
制
度
は
、
制
度
の

開
始
か
ら
終
了
（
死
亡
な
ど
）

ま
で
、
成
年
後
見
人
や
監
督
人

に
、
司
法
書
士
な
ど
の
職
業

後
見
人
が
就
任
し
た
場
合
は
、

毎
月
報
酬
を
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
　�

家
族
信
託
は
、
家
族
な
ど
が

財
産
を
管
理
す
る
の
で
使
い

込
み
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
対
策
と
し
て
司
法
書
士
な

ど
の
監
督
人
を
設
定
す
る
こ

　
ま
ず
は
、
我
が
家
の
こ
と
を
考

え
る
た
め
の
『
家
族
会
議
』
を
開

き
ま
し
ょ
う
。

　
家
族
会
議
で
は
、
所
有
者
と
の

意
思
疎
通
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
に
備
え
て
『
成
年
後
見
制
度
』

や
『
家
族
信
託
』
の
利
用
を
検
討

し
た
り
、
ほ
か
に
自
分
た
ち
に
合
っ

て
い
る
制
度
が
な
い
か
な
ど
を
話

し
合
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

分
か
ら
な
い
こ
と
を
専
門
家
に
相

談
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　
我
が
家
の
こ
れ
か
ら
を
家
族
で

話
し
合
う
と
き
に
、
１
番
大
切
な

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

『
将
来
相
続
権
が
あ
る
家
族
全
員

で
話
し
合
う
こ
と
』
で
す
。
例
え

ば
、
将
来
相
続
権
を
持
つ
家
族
が

複
数
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子

ど
も
な
ど
そ
の
う
ち
の
１
人
だ
け

と
話
し
て
我
が
家
の
進
路
を
決
め

て
し
ま
う
と
、
ほ
か
の
兄
弟
姉
妹

な
ど
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
、
将
来

『
相
続
』
が
『
争そ

う

族ぞ
く

』
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
将
来
、
相

続
権
を
持
つ
家
族
全
員
で
話
し
合

い
、
納
得
で
き
る
進
路
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

　
と
は
い
え
『
家
族
が
利
用
す
る

場
合
』
と
『
賃
貸
す
る
』
と
い
う

選
択
を
除
い
て
は
、
将
来
、
我
が

家
を
手
放
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

思
い
出
が
つ
ま
っ
た
我
が
家
な
の

で
、
そ
う
簡
単
に
手
放
す
と
い
う

決
断
は
で
き
る
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
と

思
い
出
を
共
有
し
た
り
、
家
の
中

の
写
真
を
残
し
て
見
え
る
形
に
し

た
り
す
る
な
ど
、
気
持
ち
の
整
理

を
す
る
期
間
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
家
族
会
議
は
、
こ
の
よ
う
な

気
持
ち
の
整
理
を
す
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。

　
我
が
家
の
進
路
は
、
時
間
の
経

過
と
共
に
状
況
が
刻
一
刻
と
変

わ
っ
て
い
く
た
め
、
例
え
ば
、
①

所
有
者
が
元
気
な
と
き
②
施
設
入

所
時
に
③
相
続
時
に
④
建
物
が
傷

む
前
に
⑤
市
か
ら
適
正
管
理
依
頼

の
文
書
が
届
い
て
か
ら
な
ど
、
判

断
を
後
に
す
る
ほ
ど
選
択
肢
が

減
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
建
物

は
、
老
朽
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

最
も
多
く
の
選
択
肢
か
ら
我
が
家

の
未
来
を
検
討
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

は
『
今
』
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
こ

の
記
事
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
家

族
会
議
を
開
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場

合
は
毎
月
報
酬
を
支
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
判

断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た

あ
と
で
は
契
約
で
き
ま
せ
ん
。

Ａ
　�

運
用
す
る
資
産
（
賃
貸
物
件

な
ど
）
が
な
い
人
の
場
合
は
、

成
年
後
見
制
度
の
任
意
後
見

制
度
の
利
用
だ
け
で
対
応
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　�

運
用
す
る
資
産
が
あ
る
人
の

場
合
は
、
家
族
の
判
断
で
財

産
の
運
用
・
処
分
が
可
能
な

家
族
信
託
が
有
効
で
す
。

Ａ
　�
成
年
後
見
制
度
の
場
合
は
、
初

期
費
用
は
10
万
円
前
後
で
す

が
、
後
見
人
や
監
督
人
に
支
払

う
月
額
報
酬
と
し
て
、
制
度
の

開
始
か
ら
終
了
（
死
亡
な
ど
）

ま
で
毎
月
１
～
５
万
円
か
か

り
ま
す
。

　
　�

家
族
信
託
の
場
合
は
、
登
記

費
用
な
ど
の
諸
経
費
以
外
に
、

30
～
１
０
０
万
円
ほ
ど
費
用

が
か
か
り
ま
す
が
、
継
続
的

な
支
払
い
は
原
則
不
要
で
す
。

家
族
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う

家
族
会
議
の
ポ
イ
ン
ト

�

Ｑ
　�

成
年
後
見
制
度
と
は

�
Ｑ
　�

利
用
す
る
た
め
の
費
用
は
ど

れ
く
ら
い
か
か
る
の
か

�

Ｑ
　�

ど
の
よ
う
な
人
に
有
効
か

�

Ｑ
　�

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は

�

Ｑ
　�

制
度
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は

�

Ｑ
　�

家
族
信
託
と
は

特集　　我が家　を空き家にしない
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実家に帰ろう住宅改修等補助金

空き家家財処分費等補助金特定空家等
除却事業費補助金

　将来的な空き家化の予防と移住定住を促進するため、市内に実家がある市外在住者が実家に転入
する場合に、実家の改修や解体、新築工事などにかかる費用の一部を補助しています。
　利用する場合は、事前に申し込んでください。
　なお、ここでいう実家とは、市外在住者または、市外在住者の２親等以内の親族が市内に所有する
住宅のことです。

　老朽化により倒壊するおそれがあり、不特定
多数の人に影響を及ぼす恐れのある木造の空き
家で、市の定める特定空家等の判断基準を満た
せば、解体・除却費の一部について補助が受け
られる場合があります。
　利用する場合は、事前に申し込んでください。

●主な要件
・相続人などの権利者全員の同意
・解体業者が市内の事業者であること　ほか
●補助金額
　解体工事費の 4/5（上限額 100 万円）

　空き家の利活用促進を図るため、市空き家情
報バンクを利用して売買などを行う人に対し
て、家財処分費用などの一部を補助します。
　利用する場合は、事前に申し込んでください。

●対象者
・ 空き家の売買または賃貸を目的に空き家情報

バンクへの登録を予定している空き家の所有
者など

・ 空き家情報バンク登録物件の購入契約後１年
未満の人

※ほかにも、要件があります。
●対象経費
・家財などの運搬に係る費用
・廃棄物処理業者などへの処分委託費用
・特定家庭用機器リサイクルに係る費用
・空き家の屋内外の清掃費
・ 空き家の屋外の樹木伐採・草刈りに係る費用
（空き家などの敷地内に限ります）
●補助金額　
　対象となる経費の 1/2（上限額 10 万円）

●対象者
・ 市に実家がある 69 歳以下の市外在住者（市

に転入後、５年を経過しない人を含む）
・ 市の実家の所有者（市外在住者の２親等以

内の親族）
※ ほかにも、要件があり
　ます。

●支給額
▷ 改修する場合
　工事費の 1/2（上限額 50 万円）
※ 必ず、市内の施工業者が改修を担当する必

要があります。
▷ 解体・新築する場合
　 解体工事費の 1/2（上限額 100 万円）お

よび新築補助金 30 万円
※ 市外の施工業者が担当した場合は、解体

補助金の上限額が 80 万円、新築補助金は
20 万円になります。

●加算額
・ 子育て加算　30 万円 / １人（18 歳未満）
・ 地域指定加算　20 万円

支援を行っています支援を行っています

補助金補助金

42024.7 広報伊万里



空き家相談会

空き家対策ガイドブック 空き家見学時
建築士派遣事業

　空き家の売却や賃貸を希望する人が、協力
事業者（市内不動産会社など）を通じて空き家
物件の情報を登録し、その物件情報を市ホーム
ページなどに掲載しています。
　空き家を買いたい人や借りたい人だけでな
く、空き家を売りたい人なども、ぜひ一度のぞ
いてみてください。
　建物が古く利活用が困難な場合は、解体して
から空き地として登録することができます。
また、解体費を捻出することが難しい場合は、
解体を前提とした建物付の土地として登録でき
ますので、市または協力事業者に相談してくだ
さい。

　空き家情報バンクに登録されている物件を見
学する場合に、市が委託契約を締結している佐
賀県建築士会の建築士を派遣します。
　住宅性能やリフォームに関するアドバイスな
どを受けることができます。

●対象者　 空き家情報バンク登録物件の購入希
望者

●費　用　無料　※事前に予約してください。

　空き家の予防や利活用などに役立つガイド
ブックを作成しました。
　市役所（正面玄関横、庁舎 2 階 都市政策課）
や各コミュニティセンター、市民センター、市
民図書館で配布しています。
　そのほか、市ホームページで見ることができ
ます。

　専門の相談員による『伊万里市空き家相談会』
を定期的に開催しています。

●相談料　無料　
※事前に予約してください。
●開催日
　７月 18 日 ( 木 )
　８月  ８日 ( 木 )
　９月 19 日 ( 木 )
 11 月 21 日 ( 木 )
　令和７年 1 月 16 日 ( 木 )
　　　　　 ２月 20 日 ( 木 )
●開催時間
① 午前 10 時 30 分 ～ 10 時 20 分
② 午前 10 時 30 分 ～ 10 時 50 分
③ 午前 11 時 30 分 ～ 11 時 20 分
④ 午前 11 時 30 分 ～ 11 時 50 分
●場　所　 市役所１階 面接室
●対象者
　 市内にある空き家などを所有・相続している

人、所有・相続する可能性がある人

市ホームページ

市ホームページ

空き家等に関する空き家等に関する

相談会など相談会など

特集　　我が家　を空き家にしない

先着順先着順

空き家情報バンク
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みんなの広場

市防災講演会

いつ発生してもおかしくない災害に備える

市民センターで、市防災講演会が行われ、地区防災委員

など多くの人が参加しました。講演会では、まず佐賀地

方気象台の村方栄真さんが、大雨などの危険分布がリア

ルタイムで確認できる気象庁の『キキクル』の活用を呼

びかけました。次に、一般社団法人佐賀災害支援プラッ

トフォーム共同代表の山田健一郎さんが『佐賀で備える

平時からの防災』と題し、災害時には『地域の力』が必

要になるため、専門的に活動できる人材の育成や、住民

の防災意識向上のための研修が重要になると話しました。

6.2

↑ 山田さんは「大規模災害になると公助の人手が足りなくな
る。自助・共助の平時からの備えが大切だ」と訴えました

↑ 初めて開催された『はたらくくるま E ＸＰＯ』は、珍しい車が
集合し、乗車体験などが大好評で、にぎわいをみせていました

↑ 雨が降り始めるなか、ねじり鉢巻きに法
はっ

被
ぴ

姿の女性たちが
演じた合戦に会場からは大きな拍手が送られていました

第 33 回どっちゃん祭り

熱気と人であふれたにぎやかな伝統の祭り

陶磁器の積み出し港として栄えた伊万里津のかつてのにぎ

わいを『女みこし』や『伊万里太鼓』などで再現したどっち

ゃん祭りがあり、約３万５千人の人出でにぎわいました。ス

テージでは、伊万里・啓成中学校と警察音楽隊の合同演奏や、

さまざまなダンスチームが迫力あるダンスなどを披露して

会場を盛り上げました。この日は、雨のため、祭りの終盤

に予定されていた総踊りや抽選会などが中止になりました

が、祭りの締めくくりに行われた、女みこしの合戦は、雨の

なか勇壮な掛け声が飛び交い、熱気が最高潮に達しました。

↑ 『どっちゃんダンシング』は華やかさもあり、見どころが
たくさん。どの出演者のパフォーマンスも圧巻でした

5.26

森永製菓株式会社に『色絵エンゼル橘文瓶子』を寄贈

製菓王の縁で育まれてきた絆を形にした瓶子

↑ 太田栄二郎代表取締役社長（左）。瓶子の正面には、同社
を象徴するロゴのエンゼルマークが金彩で描かれています

5.15

市は、森永製菓株式会社の新社屋建設にあたり、伊万里産

木材を使用してもらったことに感謝の意を表し、同社に市

の伝統工芸品である伊万里鍋島焼の瓶子（酒器）を寄贈し

ました。寄贈式では、同社の太田栄二郎代表取締役社長が「森

永製菓がウェルネスカンパニーに生まれ変わる象徴とも言

える新社屋に創業者森永太一郎の生誕の地である伊万里市

の木材を使うことができ、大変ありがたい」と話しました。

62024.7 広報伊万里



　
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
５
月
15
日

か
ら
６
月
２
日
に
か
け
て
第
45
回

伊
万
里
市
美
術
展
が
『
書
』『
写
真
・

工
芸
』『
絵
画
』
の
３
期
に
分
け
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
各
部
門
で
公
募
し

て
集
ま
っ
た
創
作
意
欲
あ
ふ
れ
る

４
４
０
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

合
計
で
８
１
６
人
が
鑑
賞
に
訪
れ

ま
し
た
。

　
写
真
・
工
芸
部
門
の
鑑
賞
に
訪

れ
た
市
民
は
「
ふ
だ
ん
の
見
慣
れ

た
風
景
が
、
写
真
の
撮
り
方
に

よ
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
見
え
方
を

し
て
い
る
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

第
45
回
市
美
術
展

↑ 訪れた市民は、一つ一つ作品をじっくりと鑑賞しなが
ら、作品から感じとったことなどを語り合っていました

郷

土

の

文

化

財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
22
‐
１
２
６
２
）

　『
伊
万
里
湾
カ
ブ
ト
ガ
ニ
繁
殖

地
』
は
、
平
成
27
年
に
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
指
定
を
受
け
た
区
域
は
、
カ
ブ

ト
ガ
ニ
が
産
卵
す
る
砂
浜
と
幼
生

が
成
長
す
る
た
め
の
干
潟
が
、
良

好
な
状
態
で
維
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
保
護
団

体
が
盛
ん
に
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
対

す
る
保
護
意
識
が
高
い
』
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
万
里
湾
の
中
に
あ
る
カ
ブ
ト

ガ
ニ
の
繁
殖
地
で
あ
る
『
牧
島

地
区
多
々
良
海
岸
』
周
辺
で
は
、

例
年
７
～
８
月
に
か
け
て
、
約

５
０
０
～
６
０
０
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ

の
つ
が
い
が
、
産
卵
を
し
ま
す
。

　
特
に
、
令
和
３
年
と
令
和
４
年

は
、
２
年
連
続
で
平
均
を
大
幅
に

上
回
る
約
１
５
０
０
の
数
の
つ
が

い
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
昨
年
は
、

４
７
１
つ
が
い
と
例
年
並
み
に
戻

り
ま
し
た
。

　
つ
が
い
数
が
増
え
た
要
因
が
、

こ
れ
ま
で
の
保
護
活
動
の
成
果

だ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
は
っ
き
り

と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
調
査
・
保
護

活
動
を
継
続
し
、
見
守
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
年
は
、
５
月
末
頃
と
非
常
に

早
い
時
期
に
１
つ
が
い
の
産
卵
が

確
認
さ
れ
、
昨
年
よ
り
多
く
の
カ

ブ
ト
ガ
ニ
が
産
卵
に
訪
れ
る
こ
と

へ
の
期
待
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

教育と文化

↑ 産卵をするカブトガニ

　
今
か
ら
50
年
ほ
ど
前
、
地
方

の
テ
レ
ビ
局
で
、
日
本
で
初
め

て
と
な
る
手
話
通
訳
つ
き
の
番

組
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。「
多
く

の
人
に
テ
レ
ビ
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
制
作
者
の

願
い
は
、
聴
覚
に
障
が
い
が
あ

る
人
と
対
話
を
重
ね
、
工
夫
が

加
え
ら
れ
、
全
国
の
テ
レ
ビ
局

へ
と
広
が
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

音
声
に
字
幕
が
つ
い
た
番
組
や
、

画
面
解
説
の
副
音
声
が
つ
い
た

番
組
も
あ
り
ま
す
。
手
話
通
訳

と
字
幕
が
同
時
に
流
れ
る
番
組

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
歩
み
は

今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
に
は
、

普
通
に
暮
ら
す
こ
と
を
妨
げ
る
さ

ま
ざ
ま
な
『
壁
』
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
一
見
あ
た
り
ま
え
に
思

え
る
テ
レ
ビ
画
面
に
も
、
聴
覚
や

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
、
加
齢

や
病
気
で
そ
の
機
能
が
低
下
し
た

人
に
と
っ
て
は
、
情
報
伝
達
を
妨

げ
る
大
き
な
壁
が
あ
る
の
で
す
。

　
壁
は
、
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば

見
え
ま
せ
ん
。『
壁
が
見
え
な
い
こ

と
』
と
『
壁
が
無
い
こ
と
』
と
は

違
い
ま
す
。
壁
に
気
づ
き
、
無
く

す
た
め
に
は
、
不
便
さ
を
感
じ
て

い
る
人
と
の
対
話
が
必
要
で
す
。

　「
私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
こ

と
を
決
め
な
い
で
」
と
い
う
言

葉
が
示
す
よ
う
に
、
個
人
の
意

思
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
し
か
し
、現
実
に
は「
申

し
訳
な
い
」「
迷
惑
が
ら
れ
る
の

で
は
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
不
便

さ
を
感
じ
て
い
る
人
が
声
を
上

げ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
に
は
、
周
り
の
人
の

『
気
づ
け
る
心
』
と
、
行
動
す
る

た
め
の
『
少
し
の
勇
気
』
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
相

手
の
気
持
ち
を
自
分
に
重
ね
て

考
え
る
『
想
像
力
』
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
相
手
を
想
う
想
像
力
が
、

壁
を
無
く
す
近
道
に
な
り
、
や
が

て
そ
の
道
が
、
自
分
を
含
む
す
べ

て
の
人
が
「
暮
ら
し
や
す
い
」
と

感
じ
る
社
会
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
く

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo.271

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係（
☎
23
‐
３
１
８
６
）

伊
万
里
湾
カ
ブ
ト
ガ
ニ
繁
殖
地

〜
伊
万
里
の
天
然
記
念
物
シ
リ
ー
ズ
①
〜
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６
月
14
日
、
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ

で
、
黒
川
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
、

サ
ン
ド
ア
ー
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ン
ド
ア
ー
ト
制
作
は
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
て
、
今
回
で
22

回
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
日
、
全

校
児
童
は
10
の
縦
割
り
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
『
黒
川
の
自
慢
』
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
、
砂
や
貝
殻
を

使
っ
て
制
作
し
ま
し
た
。

黒

川

小

学

校

サ
ン
ド
ア
ー
ト
制
作

↑ 作品は、人や魚、山などが再現さ
れていました

↑  1 年生から 6 年生まで、それぞれの役割が
あり、力を合わせて作品を完成させました

ほがらか

紫あ

じ

さ

い

陽
花
の  
多た

さ

い彩
な
色い

ろ

が  

眼め

を
奪う

ば

う

淡あ
わ

い
紫

む
ら
さ
き  

薄う
す

い
空そ

ら
い
ろ色

西に
し

　
　
泰た
い
ぜ
ん然

伊
万
里
白
露
短
歌
会

新
天
町

田た

し

ろ代
　
美み

ほ

こ

穂
子

に
ぎ
や
か
や
目め

だ
か
さ
ん
び
き

高
三
匹
家か

ぞ

く族
と
し

　百歳の誕生日おめでとうございます。長寿を祝って
記念の飾り皿を贈呈しました。

百寿記念品贈呈

長生きの秘訣は
　小学校の先生をしていて、定年ま
で勤め上げました。習字が趣味で、
いろいろな字をよく書いていました。

古川  ミツ子さん（立花町）
５月６日生まれ

長生きの秘
ひ

訣
けつ

は
　建設業の仕事をしていたので、体力
に自信がありました。裁縫が得意で、
子どもや孫の洋服を作っていました。

松尾 マツエ さん（瀬戸町）
５月３日生まれ

　
６
月
６
日
、
伊
万
里
実
業
高
校

フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
の
部
員

が
、
農
林
水
産
省
が
主
催
す
る
第

８
回
食
育
活
動
表
彰
『
教
育
関
係

者
・
事
業
者
部
門
（
教
育
等
関
係

者
の
部
）』
で
、
最
高
位
の
『
農

林
水
産
大
臣
賞
』
を
受
賞
し
、
そ

の
こ
と
を
報
告
す
る
た
め
、
深
浦

弘
信
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
は
、

家
庭
で
余
っ
た
食
品
を
回
収
し
て
、

ひ
と
り
親
世
帯
に
届
け
て
い
る
ほ

か
、
寄
付
さ
れ
た
食
材
を
活
用
し
た

『
学
び
の
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
レ
ス
ト
ラ
ン
』

を
立
ち
上
げ
、
毎
月
１
回
開
催
す

る
な
ど
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政

と
連
携
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
て
、

こ
れ
ら
の
こ
と
が
高
い
評
価
を
受

け
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

実
業
高
校
が
食
育
活

動
表
彰
最
高
位
受
賞

↑ この日は、伊万里産そば粉を使った３種類の
新作スイーツを市長にプレゼントしました

第 37回市老人クラブ連合会グラウンド・ゴルフ大会結果

● 期　日　５月 24 日　　　● 場　所　国見台球技場

順位 Ａグループ スコア Ｂグループ スコア

優勝 大里里和会 175 大坪栄町 185

２位 伊万里木寿会 190 大里老人会 194

３位 大昭会 195 大川内市村 198

【ニアピン賞】

松尾愛子（牧島老人クラブ木須）

濱野洋一（立花・新天）

山口伸子（大久保ＧＧ愛好会）

森日出子（立花・立花）

82024.7 広報伊万里



ほがらか

『働くなら いまりで、決まり！』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。情報政策課広報係（☎ 23-4313）

ア ル バ ム

わが家の

下
しも

平
ひら

 琉
りゅう

斗
と

さん

＊進
しん

也
や

・美
み

穂
ほ

さんの子

＊黒川町

　
琉
斗
く
ん
は
、
み
ん
な
の
癒
や

し
で
す
♥
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
に

負
け
な
い
よ
う
に
い
っ
ぱ
い
ご

飯
を
食
べ
て
、

元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
☆
嫌

い
な
野
菜
も
食

べ
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
な
♪

(     )３歳
９か月

　
ぼ
く
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち

が
や
っ
て
い
る
ホ
ッ
ケ
ー
の
試

合
の
応
援
に
行
く
の
が
好
き
な

ん
だ
♫
人
懐
っ
こ
い
か
ら
、
応

援
に
行
く
と
み
ん
な
が
か
わ
い

が
っ
て
く
れ
る
よ
☆
好
き
な
食

べ
物
は
抹
茶
味
の
お
菓
子
で
、
お

姉
ち
ゃ
ん
た
ち
と
一
緒
だ
よ
♥

いまり 決まり！で、

働くなら

福
ふく

田
だ

 佑
ゆう

大
だい

 さん

（27歳・二里町）

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　 

小
ネ
ギ
を
栽
培
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　 

安
全
・
安
心
な
商
品
づ
く
り
を

心
が
け
て
い
ま
す

◇ 

目
標
（
仕
事
）
は

　 

小
ネ
ギ
の
生
産
規
模
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
で
す

◇ 

自
己
Ｐ
Ｒ

　 

日
頃
か
ら
農
作
業
で
体
を
動
か

し
て
い
る
の
で
体
力
に
は
自
信

が
あ
り
ま
す

◇
趣
味
・
特
技

　 

野
球
観
戦
や
格
闘
技
を
観
る
こ

と
が
好
き
で
す

◇ 

市
民
へ
一
言
　
そ
う
め
ん
の
薬

味
に
小
ネ
ギ
は
い
か
が
で
す
か
。

直
売
所
な
ど
に
出
荷
し
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
買
っ
て
く
だ
さ
い

◆  福田農園（二里町）
◆ 令和４年 10 月入社

地域を守る地域を守る

消防団 !!消防団 !! vol. ３　松浦分団

　消防団は、大切な人や大好きなまちを火災など
の災害から守るために日々活動しています。
　このコーナーでは、隔月シリーズで『伊万里市
消防団 1本部・11分団』を紹介します。

　皆さんには、日頃から消防団の活動に、絶大な　皆さんには、日頃から消防団の活動に、絶大な
支援と協力をいただきありがとうございます。支援と協力をいただきありがとうございます。
　団員は、それぞれ仕事を持ちなが　団員は、それぞれ仕事を持ちなが
らも、各部部長のリーダーシップのらも、各部部長のリーダーシップの
もとで積極的に活動しています。もとで積極的に活動しています。
　少子化のため、団員の確保が大　少子化のため、団員の確保が大
変厳しくなっていますが、今後も変厳しくなっていますが、今後も

『松浦町を守る』団員の確保に努め『松浦町を守る』団員の確保に努め
ていきますので、皆さんの理解とていきますので、皆さんの理解と
支援をお願いします。支援をお願いします。

● 問合先問合先　　消防調整課消防団係（消防調整課消防団係（  ☎☎ 23-211823-2118））

　松浦分団は、分団本部と５つの部で構成され、総勢
64 人の団員は、住民が火災や風水害などに備えるた
めに予防広報をしたり、災害時の対応にあたったり、
住民の安心・安全を願って日々活動しています。
　また、例年８月に開催される『松浦町ハッピーフェ
スティバル』で花火が打ち上げられる際の警戒や、
秋季火災予防運動期間中に町内各地で行う放水訓練
などを通じて、住民に消防団活動を身近に感じても
らえるような活動を心がけています。

部隊行動の確かな基礎を作ることを目的に行う部隊行動の確かな基礎を作ることを目的に行う
『各個訓練』『各個訓練』

分団の紹介分団の紹介

台風や集中豪雨に備えて、松浦分団第２部に配備台風や集中豪雨に備えて、松浦分団第２部に配備
された救命ボートされた救命ボート 齋藤慶博分団長齋藤慶博分団長

分団長のひと言分団長のひと言
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日
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《
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内
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の
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》
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▽
３
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井
和
則
・
山
口
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（
伊
万
里
ク
ラ
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）

　
岡
本
幸
太
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・
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（
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き
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）

●

期
　
日

　
５
月
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日
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会
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▽
優
　
勝
　
国
見
中
学
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第
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回
市
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

スポーツ

７月の市民スポーツ

３日（水）〜 26 日（金）
●  市長旗争奪ママさんナイターバレー

ボール大会
　午後６時 30 分開会　国見台体育館
７日（日）
● 伊万里市民ソフトバレーボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台体育館
10 日（水）〜
●  ソフトボール伊万里市民ナイター選手

権大会
　午後７時 30 分開会

　伊万里湾大橋球技場
12 日（金）
●  伊万里眼科杯争奪グラウンド・ゴルフ

大会
　午前９時 10 分開会　
　　　　　　　　国見台陸上競技場ほか

15 日（月・祝）
●  市バスケットボール選手権大会
　午前９時開会　国見台体育館
20 日（土）〜 22 日（月）
●  佐賀県中学校総合体育大会軟式野球競技
　午前８時 20 分開会　国見台野球場ほか

● 日　時　８月４日（日）午前６時 20 分
● 場　所　国見台球技場

※雨天の場合は国見台体育館で行います。
● 当日の留意点
▷ 体操ができる服装と靴（雨天の場合は体育館

シューズ）で参加してください。

▷小学生以下は、保護者が同伴してください。

▷会場の芝生の上では飲食できません。
● 問合先　スポーツ課スポーツ振興係

（　 ☎ 23 ｰ 3187）

伊万里ラジオ体操会伊万里ラジオ体操会

　爽やかな夏の朝、少しだけ早く起きて心地よい
汗を流しませんか。

ラジオ体操カードにラジオ体操カードに
特製スタンプをもらおう！特製スタンプをもらおう！

●
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日
　
６
月
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日
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場
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ワ
ン
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１
８
９
）

第
２
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伊
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里
混
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ダ
ブ
ル
ス
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

市
長
旗
争
奪
第
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回

中
学
生
野
球
大
会
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個
人
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　�����
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見
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・
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↑ 市長旗大会を制した国見中学校野球部。同月に開催された第 38 回
佐賀県中学野球大会でも優勝し、いま勢いに乗っています

↑ 参加者たちは、青空のもと和気あいあいとプ
レーを楽しんでいました
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インフォメーションi インフォメーションi

７月に新しい被保険者証を郵送します

● 問合先　市民課年金保険係（　 ☎ 23 ｰ 2153）

■■被保険者証が届いたら内容を確かめてください被保険者証が届いたら内容を確かめてください
　現在交付している『国民健康保険被保険者証（うぐいす色）』の有効期限は、
７月 31 日（水）までです。７月中旬に８月から使用する新しい被保険者証

（藤色）を世帯主に特定記録で郵送します。手元に届いたら被保険者証の内

容を確認して、誤りがある場合は連絡してください。

　70 ～ 74 歳の国民健康保険被保険者には『国民健康保険被保険者証兼高

齢受給者証』を郵送します。被保険者証兼高齢受給者証には、所得に応じて、

自己負担割合（２割または３割）が記載されています。

■�■�入院時などの窓口負担を減らすためには入院時などの窓口負担を減らすためには
　入院など高額な治療を受けるときは、事前に『限度額適用認定証』の交付

を受けましょう。認定証を医療機関に提示すると、窓口負担が、それぞれ

の世帯の所得などに応じた限度額までになり、住民税非課税世帯の人は食

事代が減額されます。

※ 有効期限は７月 31 日（水）までです。すでに認定を受けている人でも８
月以降は新たに申請する必要があります。なお、申請は 7 月１日（月）から

受け付けます。

※ マイナンバーカードを健康保険証として利用する登録が完了している人は、

マイナンバーカードを限度額適用認定証として使用できます。

■�■�古い被保険者証・被保古い被保険者証・被保
険者証兼高齢受給者証険者証兼高齢受給者証
の処分方法の処分方法

　有効期限が過ぎた被保険者証
や被保険者証兼高齢受給者証は、
８月以降使用できません。第三
者に悪用されないように、市役
所または出張所に返却するか、
はさみなどで必ず裁断し、燃え
るごみとして処分してください。

国民健康保険被保険者証国民健康保険被保険者証
兼高齢受給者証兼高齢受給者証

国民健康保険国民健康保険

国民健康保険被保険者証国民健康保険被保険者証

■被保険者証が届いたら内容を確かめてください被保険者証が届いたら内容を確かめてください
　現在交付している『後期高齢者医療被保険者証（水色）』の有効期限は、

７月 31 日（水）までです。７月下旬に８月から使用する新しい被保険者証

（桃色）を対象者に簡易書留で郵送します。手元に届いたら被保険者証の内

容を確認して、誤りがある場合は連絡してください。

※  75 歳の誕生日が来た人は、それまで加入していた健康保険から後期高齢

者医療に移行します。なお、手続きは必要ありません。

※ 後期高齢者医療保険料の滞納がある人については、収納管理課窓口で納

付相談後に交付します。

■�■�入院時などの窓口負担を減らすために入院時などの窓口負担を減らすために
　入院など高額な治療を受けるときは、事前に『限度額適用認定証』の交付

を受けましょう。認定証を医療機関に提示すると、医療費や食事代などが

減額されます。

※ すでに認定を受けている人には、被保険者証と一緒に新たな認定証を郵

送します。なお、更新の手続きは必要ありません。ただし、負担割合が

変更になった人は申請が必要になる場合があります。

※ マイナンバーカードを健康保険証として利用する登録が完了している人は、

マイナンバーカードを限度額適用認定証として使用できます。

後期高齢者医療後期高齢者医療

後期高齢者医療被保険者証後期高齢者医療被保険者証

　7 月に新しい被保険者証を郵送します。国民健康保険の被保険者証は、市が郵送し、後期高齢者医療保険の被保険

者証は、佐賀県後期高齢者医療広域連合が郵送します。国民健康保険と後期高齢者医療の被保険者証は別々の封筒で
届きます。被保険者証が届いたら次のことを確認してください。
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● 問合先　長寿社会課介護給付係（　 ☎ 23 ｰ 2154）

介護保険料（特別徴収）を平準化します

◆ 仮徴収・本徴収とは仮徴収・本徴収とは

◆ 平準化とは平準化とは

　仮徴収額は、原則として前年度２月分の特別徴収額と同額になりますが、所得段階の変動などにより保険料段階が

変わると、仮徴収額と本徴収額の差が大きくなる場合があります。

　このままでは、１年間の保険料徴収額が、仮徴収と本徴収で偏ったままになります。

　そのため、１年間を通じて保険料徴収額ができるだけ均等になるように、すでにお知らせしている８月の徴収額を

変更することを『平準化』といいます。

● 例（令和６年度の介護保険料が年額 92,880 円の場合）

※上記は例ですので、前年度の保険料段階や仮徴収額によって各徴収月の保険料額は異なります。

※７月中旬に、令和６年度の介護保険料納入通知書兼特別徴収決定通知書を郵送します。内容を確認してください。

　介護保険料の特別徴収（年金からの天引き）は、４・６・８月に『仮徴収』、10・12・令和７年２月に『本徴収』

として納めてもらいますが、所得の変動などで仮徴収額と本徴収額が大きく異なる場合に限り、特別徴収額が年間を

通じてできるだけ均等になるように、８月分の介護保険料の仮徴収額を変更します。

仮徴収 本徴収

４ 月 ６ 月 ８ 月 10 月 12 月 令和７年２月

前年の所得が確定するまでは、前年度の保険料額をも

とに仮に算定された金額で納めてもらいます。なお、

金額は、被保険者ごとにお知らせしています。

確定した年間保険料額から、仮徴収分としてすでに納

めた額を引いた金額を３回に分けて納めてもらいます。

なお、金額は、７月にお知らせします。

４ 月 ６ 月 ８ 月 10 月 12 月 令和７年２月

17,500 円 17,500 円 17,500 円 13,580 円 13,400 円 13,400 円

４ 月 ６ 月 ８ 月 10 月 12 月 令和７年２月

17,500 円 17,500 円 11,200 円 15,680 円 15,500 円 15,500 円

● 問合先　長寿社会課介護給付係（　 ☎ 23 ｰ 2154）

▷平準化しない場合

▷平準化した場合

65 歳以上の人の介護保険料を減免します

◆次の人たちが減免されます
　介護保険料の保険料段階が第２または第３段階で、

次の要件をすべて満たしている 65 歳以上の人は、保

険料が第１段階の額（年額 22,068 円）に減免されます。

①預貯金と有価証券の合計額が 150 万円以下の人

② 市民税が課税されている人と同一生計でなく、扶養

されていない人

③ 不動産などの資産を活用しても、なお生活が困窮し

ている人

④ 本人と世帯員の前年の収入金額（遺族年金や障がい

年金などの非課税収入を含む）の合計額が 100 万円

＋（40 万円×世帯員数）により算出した額以下の人

※  65 歳に達した日以降に、次のような非自発的な理

由で離職する介護保険の第１号被保険者については、

減免の対象になる場合があります。

▷ 企業の倒産や解雇などによって再就職の準備をする

時間的な余裕がなく、離職を余儀なくされた人

▷ 派遣や契約社員などの期間に定めのある労働契約が

更新されなかったことなどを理由として離職した人

◆手続きが必要です
　介護保険料の減免は、申請が必要です。

　７月 31 日（水）までに長寿社会課で手続きをしてく

ださい。手続きをする際は、印鑑、医療保険証や年金

などの収入が確認できる書類などを持参してください。

インフォメーションi
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● 問合先　長寿社会課介護給付係（　 ☎ 23 ｰ 2154）

● 問合先　長寿社会課介護給付係（　 ☎ 23 ｰ 2154）

インフォメーションi インフォメーションi

　低所得の人が、特別養護老人ホームなどの施設サービスを利用するときに、利用することができない場合などがな

いように、申請をしてもらったうえで介護保険負担限度額認定証を交付します。認定証があれば、施設サービスを利

用する場合の食費や居住費の利用者負担金が、所得に応じた負担限度額までになります。

　認定証の有効期限は７月 31 日（水）までです。現在認定を受けている人も８月以降については、更新の申請が必

要です。更新手続きは、７月１日（月）から受け付けます。

● 対　象

段　階段　階 対象要件対象要件 資産要件資産要件

第１段階
市民税非課税世帯で老齢福祉年金の受給者または生活保護

受給者
単身　1,000 万円以内
夫婦　2,000 万円以内

第２段階
市民税非課税世帯で合計所得金額、課税年金収入額と非課

税年金収入額が 80 万円以下の人
単身　   650 万円以内
夫婦　1,650 万円以内

第３段階

市民税非課税世帯で合計所得金額、課税年金収入額と非課

税年金収入額が次に該当する人

① 80 万円を超え、120 万円以下の人

② 120 万円を超える人

①単身　   550 万円以内
　　　 夫婦　1,550 万円以内
       ②単身　   500 万円以内
　　　 夫婦　1,500 万円以内

※次のいずれかに該当する人は対象になりません。
▷市民税非課税世帯であっても、世帯分離している配偶者が市民税を課税されている人
▷市民税非課税世帯であっても、預貯金などで資産要件を超える人

　第１から第 13 段階まである介護保険料のうち、平成 27 年度に消費税率が引き上げられたことから、低所得者（第

１段階）の介護保険料を軽減しています。さらに、令和元年 10 月に消費税率が引き上げられたことに伴い、これま

で第２・第３段階の介護保険料について軽減を行ってきましたが、令和６年度も引き続き軽減を行います。

　軽減後の保険料は、次のとおりです。

保険料段階保険料段階 対象者対象者 保険料率保険料率 保険料（年額）保険料（年額）

第１段階

本人と世帯
全員が市民
税非課税

● 老齢福祉年金の受給者
● 生活保護の受給者
●  『本人の合計所得金額−公的年金などにかかる雑所

得＋課税年金収入額』が 80 万円以下の人

基準額
× 0.285

22,068 円

第２段階
●  『本人の合計所得金額−公的年金などにかかる雑所

得＋課税年金収入額』が 80 万円を超え 120 万円以
下の人

基準額
× 0.485

37,548 円

第３段階
●  『本人の合計所得金額−公的年金などにかかる雑所

得＋課税年金収入額』が 120 万円を超える人
基準額

× 0.685
53,028 円

低所得者の介護保険料を軽減します

介護保険負担限度額認定証を交付します

13 2024.7
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インフォメーションi

●

問
合
先
　
伊
万
里
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
23-

２
１
２
２
）

　『
認
知
症
基
本
法
』の
目
的
は「
認

知
症
の
人
が
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ
、

希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
』
こ
と
で
す
。

　
そ
の
う
え
で
、
国
民
の
理
解
の

促
進
、
社
会
に
参
加
す
る
機
会
の

確
保
、
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
の
整
備
、
認
知
症
の
人

や
家
族
な
ど
の
相
談
体
制
の
整
備

な
ど
８
つ
の
項
目
を
基
本
施
策
に

掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
認
知
症
に
関
す
る
正

し
い
知
識
と
認
知
症
の
人
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

国
民
の
責
務
で
あ
り
、
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
生
活
に
密
着

す
る
民
間
企
業
な
ど
に
お
い
て
も
、

自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
国
が
発
信
し
た
も
の
で
す
。

　
自
治
体
は
、
認
知
症
の
人
や
家

族
な
ど
か
ら
意
見
を
聞
い
た
う
え

で
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
努
力

義
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
伊

万
里
市
第
６
次
高
齢
者
福
祉
計
画

及
び
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
認
知
症
の
正
し
い
理
解
を
深
め

る
た
め
の
普
及
啓
発
な
ど
の
支
援

策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

『
認
知
症
基
本
法
』
と
は

認
知
症
を
知
ろ
う
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
（
パ
ー
ト
）
３

　
国
が
、
５
月
に
公
表
し
た
『
認
知
症
高
齢

者
数
』
の
推
計
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
数
は

２
０
６
０
年
に
は
６
４
５
万
人
に
達
し
、
高
齢

者
の
17
・
７
㌫
（
約
６
人
に
１
人
）
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
高
齢
化
率
は
、
国
や
県
と
比
較
し
て
高

く
推
移
し
て
い
て
、
認
知
症
は
決
し
て
『
他
人

事
』
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
認
知
症
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
令
和
３
年
と
５
年
に
、
認
知
症
に
つ
い
て
の

特
集
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
３
回
目
の
今
回
は
『
認
知
症
基
本
法
』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（人）

35

30

25

20

15

（％） 全国 佐賀県 伊万里市

高齢化率の推移

地区別高齢者数と高齢化率　出典：市HP人口統計（R6年4月1日時点）
市全体　高齢化率33.7％（総人口51,939人　65 ～74歳：8,372人　75 歳以上：9,115人）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

令和2年
（2020年）

令和5年
（2025年）

資料：総務省国勢調査（各年 10 月1日時点）
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インフォメーションi

『
共
生
社
会
の
実
現
』
に

向
け
て

認
知
症
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
な
わ
け

　『
認
知
症
基
本
法
』
は
、
認
知
症

の
人
の
み
な
ら
ず
、
周
囲
の
人
が

認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

地
域
社
会
で
支
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
認
知
症
の
人
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
家
族
な
ど
に
つ

い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

な
社
会
を
作
る
こ
と
を
重
要
視
し

て
い
ま
す
。

　
市
は
、
認
知
症
を
学
び
地
域
で

支
え
る
活
動
と
し
て
、
地
域
の
人

や
学
生
な
ど
を
対
象
に
『
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
を

行
っ
て
い
て
、
昨
年
度
は
10
団
体

（
３
２
２
名
）
が
受
講
し
ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は

市
の
『
出
前
講
座
』
の
メ
ニ
ュ
ー

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
は
、
な
ぜ
認
知
症
を

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
か
。

　
そ
れ
は
、
認
知
症
の
特
徴
を

『
知
っ
て
い
る
』の
と『
知
ら
な
い
』

の
と
で
は
、
関
わ
り
方
に
大
き
な

違
い
が
生
じ
て
く
る
か
ら
で
す
。

　
認
知
症
は
い
つ
、
誰
が
な
る
か

分
か
ら
な
い
病
気
で
す
。
そ
し

て
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の

人
や
事
業
者
が
、
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
認
知
症

や
そ
の
家
族
を
深
く
理
解
し
、
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
大
人
の
み
な

ら
ず
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
も
同
じ
で
、
市
民
全
体
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
の
本
質
的
な
特
徴
は
、

社
会
環
境
や
生
活
状
況
、
人
と

の
関
わ
り
方
で
影
響
を
受
け
、

症
状
が
良
く
も
悪
く
も
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
で
支
え

会
う
社
会
を
、
こ
の
基
本
法
に

沿
っ
て
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
認
知
症
の
な
い
地
域

は
あ
り
ま
せ
ん
。『
他
人
事
』
か

ら
『
自
分
事
』
と
し
て
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　『
百
歳
体
操
』
は
、
市
内
69
箇

所
（
令
和
６
年
４
月
時
点
）
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
百
歳
体
操
は
、
一
人
で
は
な

か
な
か
続
か
な
い
運
動
で
も
、

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と

で
人
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て

楽
し
く
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
、
閉
じ
こ
も
り
や
認
知
症
予

防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
自
宅
近
く
で
行
わ
れ
て
い
る

百
歳
体
操
を
見
学
に
行
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
在
宅
の
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

相
談
・
助
言
・
公
的
保
険
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

る
５
つ
の
拠
点
で
す
。

　
住
ん
で
い
る
地
区
に
よ
っ
て
、

担
当
し
て
い
る
施
設
が
分
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、
左
の
ポ
ス
タ
ー
な

ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

認
知
症
予
防
に
は

運
動
！

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

介
護
や
福
祉
に
関
す
る
高
齢
者
の

総
合
相
談
窓
口
で
す
。

　
認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
相

談
、
介
護
予
防
に
向
け
た
取
り
組

み
、
消
費
者
問
題
に
関
す
る
相
談

な
ど
に
、
関
連
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

● 

問
合
先
　
伊
万
里
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
23-

２
１
２
２
）

高
齢
者
相
談
窓
口

百歳体操の
ススメ

↑ 『認知症サポーター
キャラバン』のマス
コットのロバ隊長
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インフォメーションi

『いまりクールシェア 2024』を実施します

　夏の暑い日は、エアコンが家庭の電力使用量の半分以上を占めています。涼しい場所をみんなで分かち合うことで、

エアコンの使用を減らし、省エネ・地球温暖化対策につなげる取り組みが『クールシェア』です。

　この夏は『いまりクールシェア 2024』として、市の施設の一部をクールシェアスポット（熱中症予防休憩所を兼

ねています）として開放していますので、みんなで涼しさを分かち合いましょう。

　市役所市民ロビーと市民センターには、新たにキッズコーナーを設置しますので、ぜひ利用してください。

●実施期間　
　７月１日（月）から９月 30 日（月）までで、施設の開館時間のみ実施します。

●実施場所（クールシェアスポット）
　▷各コミュニティセンター（13 箇所）

　▷市役所市民ロビー

　▷市民センター

　▷ＹＯＴＴＯＫＯ（伊万里駅ビルＪＲ側１階）

　▷市民図書館

　※施設の利用状況によっては使用できない場合があります。

◆入会方法
　入会説明会に参加して、シルバー人材センターの

趣旨・目的に賛同したうえで、申込書を提出して
ください。

◆入会説明会
●期　日
▷  ６月 10 日（月）
▷  ７月 10 日（水）
▷  ８月 13 日（火）
▷  ９月 10 日（火）
▷ 10 月 10 日（木）
▷ 11 月 11 日（月）
▷ 12 月 10 日（火）

●時　間　
　いずれも午前９時 30 分から

●場　所
　 伊万里市シルバー人材センター会議室

◆費用（年額）
▷会　費　2,000 円
▷保険料一部自己負担　600 円
▷互助会費　700 円

　おおむね 60 歳以上の市内在住で、働く意欲のある健康な人を募集しています。

　豊富な経験や知識、技能を生かし、仕事を通じて生きがいづくりと仲間づくりをしませんか。

●申込・問合先　公益社団法人伊万里市シルバー人材センター（☎ 23-3471）

　４月１日から伊万里市老人
福祉センターの指定管理者と
して選任を受けて、現在、運
営を行っています。
　60 歳以上の人の利用を待っ
ています。
　詳しくは、シルバー人材セン
ターのホームページで確認して
ください（https://webc.sjc.
ne.jp/imari）。

指定管理者

皆さんからの連絡を待っています皆さんからの連絡を待っています

↑ クールシェアスポットの目印

シルバー人材センターの会員を募集します

● 問合先　環境政策課脱炭素社会推進室（　 ☎ 23 ｰ 2144）

↑ 伊万里市シルバー人材センター『コスモスの
会』の皆さん

↑ コスモスの会は、廃油石けんＥＭ
ボカシを手作りし販売しています

↑ ボランティア活動として、木の
剪定などを行っています

162024.7 広報伊万里



令和６年度　伊万里市プレミアム付商品券

伊万里がんばろう伊万里がんばろう応援券応援券（紙版）（紙版）
伊万里がんばろう伊万里がんばろうＰａｙＰａｙ（電子版）（電子版）

● 問合先　子育て支援課子育て支援係（　 ☎ 23 ｰ 2310）

児童手当の制度が変わります

インフォメーションi

第３次

７月１日（月）から７月１日（月）から
購入申込受付開始！購入申込受付開始！

令和６年度伊万里市プレミアム付商品券の概要

発行媒体 紙 電子

商品券名称 第３次伊万里がんばろう応援券 伊万里がんばろうＰａｙ

発行総額 １億円 ２億円

発行数 20,000 冊 40,000 口

額面 5,000 円 5,000 円

販売価格 4,000 円 4,000 円

プレミアム率 25％

使用期間 ９月２日（月）〜令和７年１月 31日（金）

券の構成
１冊あたり　5,000 円
（500 円券×10 枚）

１セットあたり 5,000 円
※ １円単位で使用できます。

購入限度 １人２冊まで １人２口まで

購入方法 はがきかホームページ 専用アプリ

購入対象者 市民

　電子商品券・紙商品券のどちらかを、１人２
口（冊）まで購入できます。申込数が発行数を
超える場合は、抽選をします。
　詳しくは『広報伊万里７月号』の配付と同じ
タイミングで全世帯に配布している『申し込み
チラシ』で確認してください。
●問合先　 伊万里市プレミアム付商品券発行事

業事務局（☎：050 ｰ 3033 ｰ 8537）

販売方法 事前申込による抽選

購入申込期間 ７月１日（月）〜 31日（水）

抽選・結果通知 ８月下旬予定

引換販売期間 ９月２日（月）〜13 日（金）

販売方法 事前申込による抽選

購入申込期間 ７月１日（月）〜 31日（水）

抽選・結果通知 ８月９日（金）予定

引換販売期間 ９月２日（月）〜13 日（金）

販売スケジュール（紙版）

販売スケジュール（電子版）

↑ ホーム
ページ

改正前改正前 改正後改正後
令和６年 10 月分（同年 12 月支給分）から令和６年 10 月分（同年 12 月支給分）から

支
給
月
額

３歳未満 15,000 円 15,000 円（第３子以降 30,000 円）

３歳〜小学生 10,000 円（第３子以降 15,000 円） 10,000 円（第３子以降 30,000 円）

中学生 10,000 円 10,000 円（第３子以降 30,000 円）
高校生

（18 歳年度末） なし 10,000 円（第３子以降 30,000 円）

所得制限 あり（特例給付 5,000 円） なし（全員支給対象）
支給時期 年間３回（２月、６月、10 月） 年間６回（偶数月）

第３子以降の
カウント方法 高校生以下をカウント 22 歳年度末までをカウント

（監護の状況などで対象にならない場合があります）

　令和６年 10 月から児童手当の制度が次のように変わります。改正後の初回の支給は、令和６年 12 月の予定で、対
象は令和６年 10 月分と 11 月分です。

　改正に伴い、現在受給中の人は、手続きは原則不要ですが、次にあてはまる人は、新規認定請求や額改定請求などが必
要ですので手続きを行ってください。公務員の人は、職場にたずねてください。

▷所得上限額超過により、現在、児童手当・特例給付の支給を受けていない人
▷高校生年代のみの児童を養育している人
● 持参するもの　受給者・配偶者・児童のマイナンバーがわかるもの、受給者の健康保険証、受給者名義の振込先がわかるもの

　 現在、児童手当・特例給付の支給を受けている人で、22 歳年度末までの子を３人以上養
育している人のうち、次にあてはまる人

▷伊万里市の児童手当の登録がない高校生年代の児童がいる人　
▷ 18 歳年度末以降 22 歳年度末までの子を養育し生計費の負担がある人
● 持参するもの　子どものマイナンバーがわかるもの

　7 月 16 日（火）から 9 月 30 日（月）までの平日で、時間は午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分までです。
　火曜は午後７時まで受け付けます。

新規認定請求が必要な人新規認定請求が必要な人

額改定請求などが必要な人額改定請求などが必要な人

受付期間受付期間
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伊
万
里
信
用
金
庫

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
協
賛

↑伊万里信用金庫 中山武重会長（中央）と
山口宏理事長（右）

　
伊
万
里
信
用
金
庫(

伊
万
里
町)

が
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
の
企
業

協
賛
制
度
を
活
用
し
て
、
市
で
開

催
さ
れ
る
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
の

大
会
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
装
飾
を
、

軽
自
動
車
２
台
に
施
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
６
月
７
日
、
感
謝
状
の

贈
呈
式
が
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
社
の
創
立
１
０
０

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
同
社
の
山
口
宏
理
事

長
は
「
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
の
開

催
は
伊
万
里
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶

好
の
機
会
。
ま
た
伊
万
里
に
来
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
大

会
に
な
れ
ば
よ
い
。
地
元
選
手
の

活
躍
と
大
会
の
成
功
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

インフォメーションi

■ 初めて触る！スマホ体験講座
　スマートフォンの購入を検討している人を対象にした講座を開催します。
　スマートフォンは貸し出します。実際にスマホ体験をしてみませんか。
●  日　時日　時　　７月 29 日（月）　午前 10 時 30 分～正午７月 29 日（月）　午前 10 時 30 分～正午
●  場　所場　所　　市民センター市民センター
●  応募方法応募方法　上記問合先に　上記問合先に電話電話
●  応募期限応募期限　　７月 23 日（火）７月 23 日（火）
●  講　師講　師　　スマホアドバイザースマホアドバイザー
●  受講料受講料　　無料無料
●  募集人数募集人数　　20 人（先着順）20 人（先着順）
※ 人数が一定以上集まらない場合は中止することがあります。※ 人数が一定以上集まらない場合は中止することがあります。

■ スマホ講習会＆相談会
　 カメラ機能やＬＩＮＥなどのスマートフォンの使い方を学ぶ講習会と、

日々の生活で疑問に思っている使い方について気軽にできる相談会を開
催します。右の表のとおり各コミュニティセンターで開催しますので、
気軽に参加してください。

●  時　間時　間　　▷講習会　午前９時 30 分～▷講習会　午前９時 30 分～
　　　　　▷相談会　午前 11 時～午後０時 30 分　　　　　▷相談会　午前 11 時～午後０時 30 分
●  場　所場　所　　各コミュニティセンター各コミュニティセンター
●  応募方法応募方法　　各会場に電話各会場に電話
●  応募期限応募期限　　各会場の開催日の前日各会場の開催日の前日
●  講　師講　師　　ＮＰＯ法人シニアネット佐賀ＮＰＯ法人シニアネット佐賀
●  受講料受講料　　無料無料
●  募集人数募集人数　各会場 15 人（先着順）　各会場 15 人（先着順）
※ ※ スマートフォンを持参してください。を持参してください。

スマートフォン講座を開催します

〜街なか遊休不動産活用〜
伊万里市地域商業活性化支援事業費補助金を利用しませんか

● 問合先　企業誘致・商工振興課商工振興係（ 　☎ 23-2184）

■ 対象者
　   中心市街地の空き店舗などを購入・賃借して、週４  

日以上営業する店舗を出店する個人、
団体または法人

■ 対象経費
　  空き店舗などを活用して出店するため

に必要な改装費または備品購入費
※ 令和７年３月７日（金）までに営業を開始し、対象

経費の支払いが完了する必要があります。

■ 事前申請期間　７月 12 日（金）～８月 30 日（金）
※令和７年３月７日（金）までに営業を
　開始する予定の人が対象です。
■  交付申請期間　
　 ７月 12 日（金）～９月 27 日（金）
※申請状況に応じて、追加で募集をする場合があります。
■ 応募方法　持参のみ
■ 応募先　〒 848-8501　伊万里市立花町 1355-1
　  伊万里市役所 企業誘致・商工振興課

会　場会　場
（（コミュニティコミュニティ

センターセンター））
日　程日　程 電話番号電話番号

東山代 ７月 17 日（水） 28-0001

牧　島 ７月 19 日（金） 22-5783

黒　川 ７月 30 日（火） 27-0001

大　坪 ７月 31 日（水） 23-9898

東山代 ８月　６日（火） 28-0001

波多津 ８月　８日（木） 25-0001

大　川 ８月　９日（金） 29-2001

● 問合先　情報政策課デジタル化推進係（ 　☎ 23-4313）

↑ ホーム
ページ
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　７月はこども家庭庁が提唱する『青少年の非行・被害防止全国強調月間』です。これは、関係機関や団体、地域住民
などが相互に協力・連携して集中的に活動することで、青少年の健全育成への理解を深め、活動への積極的な参加を促し、

国民運動の一層の充実と定着を図るものです。
●最重点課題　�インターネット利用におけるこどもの性被害等の防止
●重点課題　 ①有害環境への適切な対応　②薬物乱用対策の推進　③ 不良行為及び初発型非行（犯罪）等の防止
                 ④再非行（犯罪）の防止　⑤重大ないじめ・暴力行為等の問題行動への対応

　また、７月は、法務省が主唱する『社会を明るくする運動』～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支
える地域のチカラ～の強調・再犯防止啓発月間です。犯罪や非行をした人の立ち直りの支援は、社会全

体で取り組むことが大切です。皆さんの協力をお願いします。

７月は『青少年の非行・被害防止全国強調月間』、
　　　　                                      『社会を明るくする運動強調月間』です

インフォメーションi

　伊万里市役所に婚姻届を提出した人を対象に、市内を代表するロケーションス

ポットで、写真の世界大会で受賞経験があるプロカメラマンチームによる記憶に残

る『ウエディングフォト（衣装【和装か洋装】レンタル料金無料）』か『伊万里
牛が味わえる豪華フルコースディナー』をプレゼントします。
　皆さまからの幸せいっぱいの申し込みを、お待ちしています。
● 対象者　市内外問わず伊万里市役所に婚姻届を提出した人
● 受付期間　７月８日（月）～９月８日（日）

※令和６年８月８日（木）の午前 10 時から午後３時までに婚姻届を提出した人　

　のうち、希望する人には、当日、市役所市民ロビーで記念撮影を行います。
● 申込方法　受付期間に、市役所に設置するイベントチラシの申込二次元コードか

　　　　　　ら申し込んでください。
● 抽選当選者　 限定８組（フォト、ディナー各４組）

※抽選後に電話で連絡します。

〜伊万里市＆アイ・ケイ・ケイ株式会社連携事業〜
　伊万里で∞（無限）の愛を永遠に結ぼう！

『ＩＭＡＲＩ愛フォトフェスティバル』を開催します
● 問合先　企画政策課企画係（　 ☎ 23-2124）

● 問合先　生涯学習課青少年センター（　 ☎ 22-1262）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト

（
炭
山
地
区
）
⑧

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
小
原
正
道
で
す
。

今
回
は
、
５
月
18
日
に
開
催
し
た
『
す
み
や

ま
棚
田 

初
夏
の
大
自
然
満
喫
ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ

ａ
ｌ
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
午
前
と
午
後
の
二
部
構
成
で
、
午

前
は
『
昆
虫
さ
が
し
散
歩
』
と
『
棚
田
ヨ
ガ
』
を
、

午
後
は『
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
植
栽
』を
し
ま
し
た
。

　
昆
虫
さ
が
し
散
歩
で
は
、
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
や

ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
、
ア
カ
ト
ン
ボ
な
ど
の
虫
が
い

て
、
子
ど
も
た
ち
が
虫
取
り
網
を
片
手
に
虫
を
追

い
か
け
て
い
る
光
景
に
、
何
だ
か
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
が
し
た
虫
を
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
昆
虫
ノ
ー
ト
に
記
録
し
『
す
み
や
ま

棚
田
の
昆
虫
図
鑑
』を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
棚
田
ヨ
ガ
で
は
、
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

リ
カ
先
生
を
招
き
、
絶
景
の
中
で
レ
ッ
ス
ン
を
行

い
、
参
加
者
は
「
外
で
行
う
ヨ
ガ
は
心
身
と
も

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、
棚
田
を
流
れ
る
水
の
音

で
高
い
集
中
力
を
維
持
で
き
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
午
後
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
植
栽
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
参
加
率
は
低
め
で
し
た
が
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
３
３
０
株
の
苗
を
分
担
し

て
植
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
花

の
種
類
と
数
を
増
や
し
、
蝶
々
が
た
く
さ
ん
集

ま
る
棚
田
の
花
公
園
を
作
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

　
私
が
特
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
参
加
者

か
ら
、
草
払
い
を
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

労
い
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ

か
ら
草
払
い
が
大
変
な
時
期
に
な
り
ま
す
が
、

い
た
だ
い
た
温
か
い
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
引

き
続
き
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

棚田ヨガを行った会場棚田ヨガを行った会場
昆虫さがし散歩昆虫さがし散歩

↑ イベントチラシ
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インフォメーションi

　
５
月
21
日
、前
田
敎
一
さ
ん
（
南

波
多
町
）
が
、
紺
綬
褒
章
を
受
章

し
、
そ
の
伝
達
式
が
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
紺
綬
褒
章
は
、
国
の
褒
章
制
度

の
ひ
と
つ
で
、
公
益
の
た
め
に
私

財
（
個
人
５
０
０
万
円
以
上
）
を

寄
付
し
た
人
に
授
与
さ
れ
る
も
の

で
、
前
田
さ
ん
は
、
昨
年
２
月
、

教
育
の
振
興
と
消
防
・
救
急
活
動

の
充
実
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
市
に
１
０
０
０
万
円
を
寄

付
し
て
い
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
、
南
波
多
郷
学
館
の

施
設
整
備
や
、
救
急
機
器
の
購
入

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
田
敎
一
さ
ん

紺
綬
褒
章
受
章

　
５
月
31
日
、
市
役
所
で
『
伊
万

里
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
隊
員
』
辞

令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
が
、
狩
猟
免
許
を

持
ち
、
捕
獲
活
動
が
で
き
る
『
伊

万
里
市
猟
友
会
』
の
中
か
ら
推
薦

さ
れ
た
12
人
を
隊
員
と
し
て
毎
年

委
嘱
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
が

12
期
目
に
な
り
ま
す
。

　
捕
獲
隊
は
、
市
民
か
ら
有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
報
告
が

あ
っ
た
場
合
な
ど
に
緊
急
出
動
し

た
り
、
侵
入
防
止
策
の
点
検
や
イ

ノ
シ
シ
が
身
を
隠
す
藪
や
餌
付
け

と
な
る
放
棄
果
樹
な
ど
を
集
落
ご

と
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す
る
活

動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

隊
員
辞
令
交
付
式

　
６
月
３
日
、
川
内
産
業
株
式
会

社
（
山
代
町
）
が
、
市
に
給
湯
器

を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
団
体
が
市
民
図

書
館
で
活
動
す
る
際
に
、
お
茶
な

ど
を
提
供
し
た
り
、
茶
器
な
ど
を

洗
浄
し
た
り
す
る
と
き
に
使
え
る

よ
う
に
と
、
贈
ら
れ
た
も
の
で
、

市
民
図
書
館
内
給
湯
室
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
川
内
産
業
株
式
会
社
は
、
住
宅
・

店
舗
な
ど
の
新
築
、
増
築
を
請
け

負
っ
た
り
不
動
産
業
な
ど
を
営
ん

だ
り
し
て
い
る
企
業
で
、
２
年
前
に

創
業
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機

に
、
毎
年
市
に
寄
付
を
行
っ
て
い

て
、
今
回
が
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

川
内
産
業
（
株
）
が

給
湯
器
を
寄
付

↑ 前田敎一さん（左から４人目）は、いろいろな人
たちへ感謝の言葉を述べていました

↑ 辞令を手に引き締まった表情の武重会長（前列
右から３人目）をはじめとする隊員たち

　
５
月
20
日
、
肉
用
牛
の
牧
場
な

ど
を
経
営
す
る
松
尾
勝
馬
さ
ん

（
黒
川
町
）
が
、
市
に
１
０
０
０
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
松
尾
さ
ん
は
、
伊
万
里
牛
の

生
産
振
興
な
ど
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
平
成
30
年
か
ら
毎
年

１
０
０
０
万
円
ず
つ
寄
付
し
て
い

て
、
今
回
が
７
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
松
尾
さ
ん
は
「
70
歳
か
ら
80
歳

ま
で
の
間
に
毎
年
、
計
10
回
寄
付

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

あ
と
３
回
寄
付
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。
寄
付
す
る

こ
と
が
自
分
の
励
み
に
な
っ
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
付
金
は
、今
年
度
『
繁

殖
雌
牛
導
入
対
策
事
業
』
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

松
尾
勝
馬
さ
ん

７
回
目
の
寄
付

　
５
月
20
日
、
福
岡
県
春
日
市
在

住
の
北
田
織
さ
ん
が
、
市
内
中
学

校
と
義
務
教
育
学
校
の
教
育
の
充

実
・
振
興
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
、
市
に
１
４
０
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。

　
北
田
さ
ん
は
、
３
歳
か
ら
15
歳
ま

で
を
東
山
代
町
で
過
ご
し
、
中
学

校
は
国
見
中
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

　
部
活
動
は
野
球
に
取
り
組
み
ま

し
た
が
、
入
部
当
時
、
事
情
で
道

具
を
そ
ろ
え
ら
れ
ず
に
い
た
と
こ

ろ
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
が
グ
ロ
ー
ブ
な

ど
を
寄
付
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

野
球
を
続
け
ら
れ
た
感
謝
の
思
い

が
あ
り
「
自
分
も
い
つ
か
人
を
助

け
る
側
の
人
間
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
て
、
今
日
そ
の
思
い
が

実
現
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

北
田
織
さ
ん
教
育
振

興
奨
励
基
金
に
寄
付↑ 寄付をした北田織さん（左から２人目）は、

現在、春日市議会議員を務めています

↑ 「若い後継者が育っていってほしい」と熱
心に思いを話した松尾勝馬さん（左）

↑ 笑顔の立部薫会長（左）↑ 寄付された給湯器

202024.7 広報伊万里



有田町・伊万里市・武雄市の
イベントをお届け！

日時／7月31日（水）～8月25日（日）  
会場／内山地区商店街のやきもの店
　　　（伝統的建造物群指定地区）
内容／歴史が息づく有田の町並みを舞台に、次世
　　　代を担う高校生が陶磁器店のショーウィ
　　　ンドウをデザインし飾りつけ、それを競う
　　　大会です。町並み散策を楽しみながら、　
　　　ディスプレイ作品を鑑賞してみませんか。

有田ウィンドウディスプレイ甲子園

有田観光協会　
☎0955-43-2121

詳しくは

伊万里商店連合会
☎0955-22-7200
（火曜定休日）

第49回  土曜夜市
日時／7月27日（土） 17:00～21：00
場所／伊萬里まちなか一番館周辺
　　　（伊万里市伊万里町甲358-1）
内容／今年も夏の風物詩として伊万里の夜をにぎわ
　　　せる『土曜夜市』を開催します。まちなかで行
　　　われるミニ縁日をみんなで楽しみませんか。
　　　夜市で味わうビールは格別ですよ！

飛龍窯工房
☎0954-27-3383

詳しくは

日時／7月20日（土）～8月12日（月）
　　　（土日祝及び最終日のみ）　　　
　　　10:00～12:00 ／ 14：00～16:00
会場／竹古場キルンの森公園飛龍窯工房
内容／大型作品を作ることができる夏休み限定
　　　メニューは、毎年恒例人気のイベント！
　　　今回は、7月21日（日）、27日（土）、28日（日）
　　　限定「流しそうめん」も体験できます。

夏休み陶芸教室 in 飛龍窯工房2024

▲ホームページ

▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
５
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

▼

１
４
０
万
円

　
北
田
　
織
（
福
岡
県
春
日
市
）

《
ま
ち
づ
く
り
基
金
》

▼

１
０
０
０
万
円

　
松
尾
　
勝
馬
（
黒
川
町
）

　
５
月
31
日
、
株
式
会
社
青
井
黒

板
製
作
所
（
大
阪
府
）
が
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
、

市
に
寄
付
を
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
市
民
図
書
館
が
開
館

し
た
当
初
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、

市
民
図
書
館
の
舞
台
装
置
の
保
守

と
点
検
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
付
金
は
、
来
年
に
開

館
30
周
年
を
迎
え
る
市
民
図
書
館

が
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
環
境
学
習
と
生
活
実
践
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
た
め

に
、
必
要
な
整
備
な
ど
に
取
り
組

む
『
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・

↑（株）青井黒板製
作所のロゴマーク

インフォメーションi

　
６
月
４
日
、
市
と
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
タ
ン
ド
株
式
会
社
が
『
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
マ
イ
ボ
ト

ル
利
用
促
進
に
関
す
る
連
携
協

定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
連
携
協
定
を
結
ん
だ
こ

と
で
、
同
社
が
無
償
で
設
置
す
る

『
マ
イ
ボ
ト
ル
用
給
水
器
』
が
利
用

で
き
、
こ
れ
を
活
用
し
て
い
く
こ

と
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削

減
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
給
水
器
は
、
市
内
小
・
中
学
校

や
市
民
図
書
館
、
国
見
台
体
育
館

な
ど
25
箇
所
に
設
置
さ
れ
ま
す
の

で
、
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参
し
て
、

↑「マイボトルを携帯する新しい文化を創る」と
　話した小岩利光九州支社長（左）

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
マ
イ
ボ
ト
ル

利
用
促
進
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

株
式
会
社
青
井
黒
板
製
作
所
が

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
寄
付

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
つ
く
る
事
業
』

に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

↑ 市民図書館
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暮らしのチャンネル

火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌

や簡単な製作などを行います。

▷日　時　７月 17 日（水）

　　　　　午前 10 時 30 分～正午

▷場　所　市民センターリハーサル室

②お誕生会（要申込）
　７月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　７月 24 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎ 23‐5197）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

　
事
前
に
登
録
し
た
人
の
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
証
明
書
な
ど
を
第

三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
そ
の

事
実
を
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

●

通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

▽
住
民
票
の
写
し

▽
戸
籍
証
明
書

▽
戸
籍
の
附
票
の
写
し
な
ど

●

通
知
の
内
容

▽
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交
付
し�

　
た
年
月
日

▽
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類
と
通
数

●

登
録
で
き
る
人

▽�

伊
万
里
市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
人
（
除
票
が
あ
る
人
を
含
む
）

▽�

伊
万
里
市
に
本
籍
が
あ
る
人
（
除

か
れ
た
戸
籍
が
あ
る
人
を
含
む
）

●

登
録
に
必
要
な
も
の

　�

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

●

問
合
先
　
市
民
課
窓
口
係

（
　
☎
23
‐
２
１
４
３
）

　
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
の
遊
泳
期
間

に
あ
わ
せ
て
、
休
憩
所
の
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
。
波
穏
や
か
な
イ

マ
リ
ン
ビ
ー
チ
で
夏
の
思
い
出
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

●

遊
泳
期
間
　
７
月
７
日
（
日
）
〜

　
８
月
25
日
（
日
）

※��

８
月
23
日
（
金
）
〜
25
日
（
日
）

は
『
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス

ポ
』
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
の
練
習
会
が
行
わ
れ
る
た
め
、

一
部
区
間
で
遊
泳
を
制
限
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

遊
泳
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●

休
憩
所
利
用
料

　
１
区
画 

１
０
０
０
円

※�

１
区
画
当
た
り
の
収
容
可
能
人

数
は
約
５
人
で
す
。

●

休
憩
所
予
約
方
法
　
電
話

● 

予
約
受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

● 

受
付
・
問
合
先

▽
７
月
５
日
（
金
）
ま
で

　�

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

（
　
☎
20
‐
９
０
３
１
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

▽
７
月
７
日
（
日
）
か
ら

　
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
管
理
事
務
所

（
☎
０
８
０
‐
３
２
２
３
‐
２
５
２
５
）

　
伊
万
里
湾
岸
清
掃
を
実
施
し
ま

す
。
美
し
い
伊
万
里
湾
を
未
来
に

残
す
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時
　
７
月
15
日
（
月
・
祝
）

　
午
前
９
時
か
ら
２
時
間
程
度

●

清
掃
場
所
　
伊
万
里
湾
岸
周
辺

●

集
合
場
所
　
楠
久
津
公
園

本

人

通

知

制

度

※�

参
加
す
る
人
は
事
前
に
問
合
先

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

天
候
な
ど
の
状
況
に
よ
っ
て
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

問
合
先
　
環
境
政
策
課
リ
サ
イ�

ク
ル
推
進
係

（
　
☎
23
‐
２
１
４
５
）

　
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
を
観
る
会

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
伊
万

里
高
校
理
化
・
生
物
部
が
カ
ブ
ト

ガ
ニ
の
生
態
を
解
説
し
ま
す
。
ま

た
、
幼
生
の
放
流
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
貴
重
な
生
き
物
で

あ
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
の
様
子

を
間
近
で
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

●

日
　
時
　
７
月
21
日
（
日
）

▽
観
る
会
　
午
前
９
時

▽
幼
生
の
放
流
　
午
後
３
時
30
分
〜

●

場
　
所
　
多
々
良
海
岸（
瀬
戸
町
）

※�

駐
車
場
は
伊
万
里
湾
カ
ブ
ト
ガ

ニ
の
館
、
牧
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　�

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　（
　
☎
22
‐
１
２
６
２
）

　
駅
周
辺
の
景
観
の
維
持
と
歩
行

者
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た

め
、
放
置
自
転
車
の
調
査
と
撤
去

カ

ブ

ト

ガ

ニ

の

産

卵

を

観

る

会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
万
里
駅
や
川
東
駅
の
駐
輪
場

を
調
査
し
、
放
置
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
高
い
自
転
車
を
一
時
的
に

保
管
し
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
が

あ
る
人
は
、
保
管
期
限
ま
で
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●

保
管
場
所
　
市
役
所

●

保
管
期
限

　
12
月
２
日
（
月
）

※�

期
限
ま
で
に
連
絡
が
無
い
場
合

は
、
廃
棄
処
分
し
ま
す
。

● 

問
合
先

　�

企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
就
活
・

移
住
支
援
係

（
　
☎
23
‐
２
１
７
２
）

　
伊
万
里
市
政
治
倫
理
条
例
に
基

づ
き
、
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員

の
資
産
等
報
告
書
な
ど
を
公
開
し

ま
す
。

●

公
開
書
類

▽
資
産
等
変
更
報
告
書

▽
令
和
５
年
所
得
等
報
告
書

▽
関
連
会
社
等
報
告
書

●

閲
覧
時
間
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
の
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

●

閲
覧
場
所
・
問
合
先

　
議
会
事
務
局

（
　
☎
23
‐
２
５
９
４
）

イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ

遊
泳
期
間
・
休
憩
所
予
約

市

長
・

市

議

会

議
員
の
資
産
公
開

駅
に
放
置
さ
れ
た

自
転
車
の
一
時
保
管

伊
万
里
湾
岸
清
掃
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

お
知
ら
せ

222024.7 広報伊万里



暮らしのチャンネル

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療

費
受
給
資
格
証
の
更
新

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
休

止
し
ま
す
。

●

サ
ー
ビ
ス
休
止
日
時
　

　
７
月
23
日
（
火
）　
終
日

●

利
用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

　�

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
す

べ
て
（
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑

登
録
証
明
書
・
各
種
税
証
明
書
）

●

問
合
先
　
市
民
課
窓
口
係

（
　
☎
23
‐
２
１
４
３
）

● 

対
象
路
線
　
八
谷
搦
駅
前
線
、

六
仙
寺
立
花
台
地
線�

�

◆ 

計
画
案
の
縦
覧

●

閲
覧
期
間
　
７
月
19
日
（
金
）
〜

　
８
月
２
日
（
金
）

※�

土
・
日
曜
日
の
閉
庁
日
は
除
き

ま
す
。

● 

閲
覧
場
所
　
都
市
政
策
課

�

◆ 

説
明
会

●

日
　
時
　
７
月
25
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

�

◆ 

公
聴
会

●

日
　
時
　
８
月
９
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分

●

場
　
所

　
伊
万
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

● 

公
述
申
出
方
法

　�

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
意

見
の
趣
旨
と
理
由
（
８
０
０
字

程
度
）
を
記
載
し
、
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
込
期
限

　
８
月
２
日
（
金
）

※�

申
し
出
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
公

聴
会
を
中
止
し
、
そ
の
旨
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

● 
提
出
・
問
合
先

　
都
市
政
策
課
都
市
計
画
係

（
　
☎
23
‐
２
４
７
６
）

　
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
、

受
給
資
格
証
の
更
新
手
続
き
が
必

要
で
す
。
な
お
、
更
新
手
続
き
を

し
な
い
ま
ま
有
効
期
限
が
過
ぎ
て

し
ま
う
と
、
そ
の
後
に
医
療
費
助

成
の
申
請
を
し
て
も
支
給
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●

対
　
象

▽�

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
の
人

▽
療
育
手
帳
判
定
Ａ
の
人

▽�

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
人

▽�

身
体
障
が
い
者
手
帳
３
級
で
療

育
手
帳
Ｉ
Ｑ
50
以
下
の
人

●

受
付
開
始
日
　
７
月
22
日
（
月
）

●

受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

●

持
参
す
る
も
の

▽
受
給
資
格
証

▽�

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉

手
帳
の
い
ず
れ
か

▽
健
康
保
険
証

※�

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
人
は
、
新
し
い
保

険
証
が
届
い
て
か
ら
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
名
義

　
の
も
の
）

※�

代
理
申
請
の
場
合
は
、
受
給
者

本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※�

令
和
６
年
１
月
２
日
以
降
に
伊

万
里
市
に
転
入
し
た
人
は
、
所

得
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
同
意
書

ま
た
は
令
和
６
年
１
月
１
日
現

在
の
住
所
地
で
発
行
さ
れ
た

『
令
和
６
年
度
（
令
和
５
年
中
）

の
所
得
課
税
証
明
書
』
の
提
出

が
必
要
で
す
。

● 

受
付
・
問
合
先
　
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係
（
　
☎
23
‐
２
１
５
６
）

　
佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
所
（
山
代
町
久
原
）
が
施
設
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
７
月
20
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

参
加
料
　
無
料

● 

問
合
先
　
佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
所
伊
万
里
サ
テ
ラ

イ
ト
（
☎
20
‐
２
１
９
０
）

　　
土
地
家
屋
調
査
士
が
無
料
で
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
予

約
し
た
人
が
優
先
し
て
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

相
談
受
付
内
容
　

　�

土
地
の
分
割
、
境
界
、
地
目
に

関
す
る
こ
と
、
建
物
の
新
築
、

増
築
、
取
り
壊
し
な
ど
に
関
す

る
こ
と

●

日
　
時
　
７
月
31
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●

場
　
所

　
伊
万
里
商
工
会
議
所

●

予
約
・
問
合
先
　

　
佐
賀
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
０
９
５
２
‐
24
‐
６
３
５
６
）

　『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
』
と

『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
』
が
全
国

で
同
時
に
発
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。

● 

発
売
期
間
　
７
月
８
日
（
月
）
〜

８
月
８
日
（
木
）

●

抽
せ
ん
日
　
８
月
23
日
（
金
）

● 

問
合
先
　
公
益
財
団
法
人
佐
賀

県
市
町
村
振
興
協
会

（
☎
０
９
５
２
‐
25
‐
１
９
１
３
）

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
に
し
た
交
流
会
で
す
。
日

頃
は
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
介
護
の

悩
み
な
ど
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時
　
７
月
17
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●

場
　
所

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

問
合
先
　
伊
万
里
地
区
認
知
症

の
人
と
そ
の
家
族
の
会
・
黒
川

（
☎
０
９
０
‐
２
２
１
５
‐
５
５
５
６
）

　
認
知
症
の
人
と
一
緒
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時
　
７
月
28
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
図
書
館

● 

内
　
容
　
ミ
ニ
講
話
、
あ
お
ぞ

ら
喫
茶
で
昼
食
を
食
べ
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
と
歓
談

● 

問
合
先
　
伊
万
里
地
区
認
知
症

の
人
と
そ
の
家
族
の
会
・
黒
川

（
☎
０
９
０
‐
２
２
１
５
‐
５
５
５
６
）

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
休
止

都
市
計
画
道
路
見
直
し
案

説

明

会
・

公

聴

会

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
な
ど
の
販
売

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
所
施
設
見
学
会

介
護
の
悩
み
か
た
ろ
う
会

ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ

募

集

土
地
家
屋
調
査
士

無

料

相

談

会

夜間にもマイナンバーカードの申請・交付を行っています（市役所のみ）▶ 火曜日（午後７時まで）　23 2024.7
広報



暮らしのチャンネル

火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

広告

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

始
を
除
き
ま
す
。

●

申
込
・
問
合
先

▽�

さ
が
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

（
☎
０
９
５
２
‐

28
‐

４
３
２
３
）

▽
た
け
お
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

（
☎
０
９
５
２
‐

28
‐

９
１
３
０
）

●

対
象
サ
ー
ビ
ス

①�

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護

②
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

●

募
集
事
業
者
数
　
各
１
事
業
所

●

募
集
期
間
　
７
月
１
日
（
月
）
か
ら

　
８
月
15
日
（
木
）
ま
で

●

応
募
要
件
　

　
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
若
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
相

談
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
公
認
心
理
師
、
臨
床
心
理

士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を

持
つ
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

◆ 

共
通
事
項

● 

対
　
象
　
佐
賀
県
内
に
住
ん
で

い
て
、
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱

え
て
い
る
15
歳
〜
49
歳
の
人

●

相
談
料
　
無
料

※
相
談
は
、
予
約
制
で
す
。

●

受
付
・
利
用
時
間

　
午
前
11
時
〜
午
後
６
時
（
毎
月
第

２
・
４
金
曜
日
は
、午
後
７
時
ま
で
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

　�

市
内
に
本
店
ま
た
は
主
た
る
事

務
所
を
有
す
る
法
人

※
そ
の
ほ
か
の
要
件
は
要
項
で
確

　
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
方
法

　
申
請
書
を
直
接
持
参
し
て
提
出

※�

申
請
書
と
要
項
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
・
問
合
先

　
長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

　
　
　
　（
　
☎
23
‐
２
１
５
４
）

●

日
　
時
　
12
月
１
日
（
日
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

部
　
門

▽
歌
・
合
唱

▽
器
楽
・
重
奏

※�

カ
ラ
オ
ケ
や
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
な

ど
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

●

資
　
格

　�
市
内
在
住
ま
た
は
、
市
内
で
常

時
活
動
し
て
い
る
団
体
・
個
人

●

参
加
料
　
１
団
体
（
10
人
以
下
）

３
０
０
０
円

※
学
生
は
無
料
で
す
。

※�

10
人
を
超
え
る
場
合
、
１
人
増

え
る
ご
と
に
３
０
０
円
加
算
し

ま
す
。

●

応
募
方
法
　
申
し
込
み
用
紙
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
間
　
７
月
16
日
（
火
）
〜

　
８
月
16
日
（
金
）

● 

応
募
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

内
・
市
民
音
楽
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（
　
☎
22
‐
１
２
６
２
）

● 

対
　
象

▽�

令
和
７
年
３
月
卒
業
予
定
の
大

学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
生
ま
た
は
、
既
卒
３

年
以
内
の
求
職
者

▽�

県
内
の
高
校
生

▽
概
ね
45
歳
未
満
の
人

●

参
加
企
業
　
58
社
（
予
定
）

●

日
　
時
　
７
月
23
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※�

受
付
時
間
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

　
午
後
２
時
20
分
ま
で
で
す
。

●

参
加
料
　
無
料

※
相
談
は
、
原
則
予
約
制
で
す
。

●

場
　
所

　
メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀
（
佐
賀
市
）

●

募
集
期
限
　
７
月
22
日
（
月
）

※�

そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
↓

● 

問
合
先
　
佐
賀
労
働
局
委
託
若

年
者
地
域
連
携
事
業

（
☎
０
９
５
２
‐

20
‐

０
５
９
０
）

募
　
　
集

若
者
求
職
者
向
け
企
業

説

明

会

参

加

者

市
民
音
楽
祭
出
演
団
体

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
開
設
希
望
者

働
く
こ
と
に
踏
み
出
す

若

者

を

応

援

お
知
ら
せ

　『伊万里市国見台公園総合整備基
本計画』（案）に対する意見募集の結

果、１人および１団体から２件の意

見提出がありました。次のとおり意

見の概要と市の考え方を公表します。

●  公表場所

　 市民情報コーナー、各コミュニテ

ィセンター、市民図書館、市ホー

ムページ、プロジェクト推進課　

● 公表期間

　７月 10 日（水）まで

● 問合先

　 プロジェクト推進課国見台総合整

備推進室（ 　☎ 23-2395）

パブリックコメントの結果

募

集

242024.7 広報伊万里



暮らしのチャンネル

広告
保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

募

集

　
伊
万
里
・
有
田
地
区
へ
の
定
住

に
必
要
な
取
り
組
み
を
掲
げ
る

『
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
』
を

見
直
す
に
あ
た
り
、
懇
談
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

●

応
募
資
格

　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

●

任
　
期
　
２
年

●

会
議
開
催
（
予
定
）

　
２
回
（
８
〜
10
月
の
平
日
昼
間
）

● 

謝
　
礼

　�

５
２
２
０
円
（
１
回
当
た
り
）
か

ら
所
得
税
分
を
差
し
引
い
た
金
額

●

募
集
人
数
　
１
人

●

応
募
方
法

　�

次
の
事
項
を
記
入
し
た
応
募
用

紙
を
郵
送
も
し
く
は
メ
ー
ル
、
ま

た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

基
本
事
項
（
住
所
や
氏
名
、
年

代
、
職
業
な
ど
）

▽�

テ
ー
マ
作
文
（『
私
が
考
え
る
伊

万
里
・
有
田
地
区
の
将
来
像
』、

４
０
０
字
程
度
）

※�

応
募
用
紙
は
、
企
画
政
策
課
に
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
限

　
７
月
31
日
（
水
）
必
着

●

選
考
方
法
　
書
類
審
査

※�

審
査
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先

　�

〒
８
４
８-

８
５
０
１
　
伊
万

里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

　
企
画
政
策
課
企
画
係

（
　�

☎
23-

２
１
２
４
）

※�

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス�kikaku

@

city.im
ari.lg.jp

　
若
い
世
代
の
有
権
者
に
政
治
や

選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
市
で
行
わ
れ
る
選
挙
の
期
日

前
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

● 

対
象
者
　
伊
万
里
市
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
18
歳
か

ら
29
歳
ま
で
の
人

● 

登
録
期
間
　
申
込
書
を
受
け
付

け
た
日
か
ら
令
和
９
年
４
月
30

日
ま
で

● 

従
事
期
間
　
選
挙
の
公
示
（
告

示
）
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
の
う
ち
希
望
す
る
日

●

従
事
場
所
　
市
役
所

●

立
会
時
間

▽
午
前
の
部

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時
15
分

▽
午
後
の
部

　
午
後
２
時
15
分
〜
午
後
８
時

● 

報
　
酬
　

　�

４
８
０
０
円
（
１
回
当
た
り
）
か

ら
所
得
税
分
を
差
し
引
い
た
金
額

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
・
問
合
先

　 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
　
☎
23
‐
２
０
２
７
）

●

受
付
期
限
　
７
月
26
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。�

※�

郵
送
の
場
合
は
、
７
月
26
日
の
消

印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
で
す
。

●

一
次
試
験
日
　
８
月
９
日
（
金
）

● 

試
験
会
場　

伊
万
里
有
田
共
立

病
院
（
有
田
町
）

● 

試
験
内
容
　
適
性
検
査
、
作
文

試
験
、
面
接
試
験

●

採
用
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

▽
薬
剤
師
　
　
　
　
　�

４
人
程
度

▽
看
護
師
　
　
　
　
　�

４
人
程
度

◆
受
験
資
格

● 

年
齢
制
限
　
平
成
２
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

※�

そ
の
ほ
か
の
受
験
資
格
な
ど
、
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
→

●

申
込
・
問
合
先

　
伊
万
里
有
田
共
立
病
院
事
務
局

（
☎
46
‐
２
１
２
１
）

● 日　時　８月 17 日（土）午後６時～８時 30 分
※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者のみ
　に案内します。
● 対　象
　市内在住・在勤、または結婚を機に伊万里市

に住む意思がある 35 ～ 50 歳の独身の人
● 参加料　2,000 円（お菓子飲み物代など）
● 募集人数　男・女各６人
※応募多数の場合は抽選します。
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集期限　８月８日（木）
● 応募・問合先　まちづくり課内
　市婚活応援推進協議会（　 ☎ 23-2950）
※メールアドレス　deai@city.imari.lg.jp

♥♥ ♥♥婚活イベント婚活イベント

夕涼み婚活夕涼み婚活

伊
万
里
・
有
田
地
区

定
住
自
立
圏
懇
談
会
委
員

伊

万

里

有

田

共

立

病

院

職

員

お

知

ら

せ

↑ 市ホーム
ページ

18

〜

29

歳

の

期
日
前
投
票
立
会
人

夜間にもマイナンバーカードの申請・交付を行っています（市役所のみ）▶ 火曜日（午後７時まで）　25 2024.7
広報



暮らしのチャンネル

広告

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ

　
９
月
３
日
（
火
）
〜

令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）

● 

場
　
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
賀
（
佐
賀
市
）

●

入
所
選
考
日
　
８
月
９
日
（
金
）

※�

筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
佐
賀
で
実
施
し
ま
す
。

●

受
講
料
　
無
料

※
教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

●

募
集
期
限
　
７
月
31
日
（
水
）

● 

応
募
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
応
募
書
類
を
提
出

● 

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
賀
訓
練
課

（
☎
０
９
５
２
‐
26
‐
９
５
１
６
）

●

募
集
訓
練
科

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
サ
ポ
ー
ト
科

②
溶
接
施
工
科

③
電
気
設
備
技
術
科

④
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
科

●

募
集
人
数
　
各
２
人

●

訓
練
期
間

　
９
月
３
日
（
火
）
〜

令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

（
佐
世
保
市
）

●

入
所
選
考
日
　
８
月
６
日
（
火
）

※�

筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
佐
世
保
で
実
施
し
ま
す
。

●

受
講
料
　
無
料

③
防
衛
大
学
校
学
生

▽
推
薦
・
総
合
選
抜
　

　
９
月
５
日
（
木
）
〜
９
日
（
月
）

▽�

一
般
　
７
月
１
日
（
月
）
〜

　
10
月
17
日
（
木
）

④
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
７
月
１
日
（
月
）
〜

10
月
９
日
（
水
）

⑤
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　
７
月
１
日
（
月
）
〜

10
月
２
日
（
水
）

⑥
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

　
７
月
１
日
（
月
）
〜

９
月
５
日
（
木
）

⑦
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

▽
推
薦
　
10
月
１
日
（
火
）
〜

11
月
29
日
（
金
）

▽�

一
般
　
10
月
１
日
（
火
）
〜

令
和
７
年
１
月
16
日
（
木
）

●

応
募
・
問
合
先
　

　�

自
衛
隊
佐
賀
地
方
協
力
本
部
武

雄
地
域
事
務
所

�

（
☎
０
９
５
４
‐
23
‐
８
３
０
４
）

●

募
集
訓
練
科
　

①�

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科

②
溶
接
技
術
科

③
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

●

募
集
人
数
　

①
③
各
10
人
、
②
８
人

●

訓
練
期
間

●

採
用
試
験

①
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

②
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

●

受
付
期
間

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
８
月
22
日

（
木
）
〜
９
月
４
日
（
水
）

②�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
７
月
16
日

（
火
）
〜
25
日
（
木
）

●

受
験
資
格

①�

高
校
卒
業
後
２
年
を
経
過
し
て

い
な
い
人

②�

高
校
卒
業
後
12
年
を
経
過
し
て

い
な
い
人

●

一
次
試
験
日

①
10
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

②
９
月
22
日
（
日
）

●

応
募
・
問
合
先
　

　�

海
上
保
安
庁
教
育
管
理
官
付
試

験
募
集
係

�

（
☎
０
３
‐
３
５
８
０
‐
０
９
３
６
）

●

募
集
種
目
・
募
集
期
間

①
一
般
曹
候
補
生
　

　
７
月
１
日
（
月
）
〜

９
月
３
日
（
火
）

②
自
衛
官
候
補
生
　
随
時

募
　
　
集

海

上

保

安

官

自

衛

官

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

●

募
集
期
間
　
６
月
18
日
（
火
）
〜

　
７
月
22
日
（
月
）

● 

応
募
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
応
募
書
類
を
提
出

● 

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
世
保
訓
練
課

（
☎
０
９
５
６-

58-

３
１
１
８
）

●

募
集
訓
練
科

①
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
基
礎
活
用
科

②�

Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
・
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ

イ
ン
養
成
科

●

募
集
人
数
　
各
20
人

●

訓
練
期
間

①
９
月
３
日（
火
）〜
12
月
26
日（
木
）

②
９
月
18
日
（
水
）
〜

令
和
７
年
２
月
14
日
（
金
）

● 

場
　
所

①
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
（
佐
賀
市
）

②
有
限
会
社
イ
ー
・
エ
ム
・
エ
ー

（
伊
万
里
市
）

●

入
所
選
考
日

①
８
月
22
日（
木
）、②
９
月
６
日（
金
）

●

受
講
料
　
無
料

※
教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

●

募
集
期
限

①
８
月
９
日（
金
）、②
８
月
26
日（
月
）

●

応
募
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

● 

問
合
先
　
佐
賀
県
立
産
業
技
術

学
院
就
職
支
援
課

�

（
☎
０
９
５
２
‐
74
‐
４
３
３
０
）

職
業
訓
練
受
講
生

（
９
月
入
所
・
佐
賀
）

委
託
訓
練
受
講
生

（

９

月

開

講

）

職
業
訓
練
受
講
生

（
９
月
入
所
・
佐
世
保
）
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暮らしのチャンネル

７月の巡回日

新刊案内

『�83 歳、いま何よ
り勉強が楽しい』

『おにのパンや』

● 問合先　市民図書館（　 ☎ 23-4646）

塚本�やすし／作
　ポプラ社 野口�悠紀雄／著

サンマーク出版

　
地
獄
で
と
っ
て
も
お
い
し
い
と
評

判
の
パ
ン
や
さ
ん
。
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ

い
の
『
あ
か
お
に
』、
食
い
し
ん
坊
の

『
あ
お
お
に
』、生
意
気
な
『
ね
こ
お
に
』

が
働
い
て
い
ま
す
。

　
あ
る
日
、
３
人
は
え
ん
ま
さ
ま
に

頼
ま
れ
て
人
間
の
世
界
に
パ
ン
を
届

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
獄
の
パ
ン
は
硬
く
て
、
熱
く
て
、
び

り
び
り
し
て
人
間
の
口
に
合
い
ま
せ

ん
。
パ
ン
が
売
れ
な
い
と
地
獄
に
帰

れ
な
い
お
に
た
ち
は
、
人
間
の
好
き

な
パ
ン
を
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
。
経
済
の
豊

か
さ
と
医
学
の
進
歩
が
も
た
ら
し
た

恩
恵
な
の
で
す
が
、
何
の
準
備
も
整
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
シ
ニ
ア
世
代
の
み

な
さ
ん
に『
勉
強
』を
お
勧
め
し
ま
す
。

記
憶
力
が
衰
え
る
こ
と
よ
り
も
、
知

的
好
奇
心
が
衰
え
る
こ
と
の
ほ
う
が

大
問
題
で
す
。
シ
ニ
ア
世
代
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
最
高
の
贅
沢
、
そ
れ
が

勉
強
。
映
画
を
見
る
、
読
書
を
す
る
、

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
…
。
あ
な
た

に
ぴ
っ
た
り
の
勉
強
方
法
が
、
き
っ

と
み
つ
か
り
ま
す
。

１・８・15・22・29 日
25 日（館内整理休館日）

７月の休館日

a発行日／毎月第２土曜日朝刊折込
a折込エリア／伊万里・有田・山内・福島・波佐見・今福・

鷹島・武雄（一部）・北方 32,960枚
a折込紙／佐賀・西日本・朝日・毎日・読売新聞
a掲載料／１枠（タテ８㎝×ヨコ６㎝）１回 ￥15,000（税抜）

山口印刷株式会社
TEL 0955-22-5188
https://www.yamain.com/

広告募集
お申し込みは

広告
保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

講座『調べる学習コンクールへの
第一歩』の参加者募集

　９月に『第９回市民図書館・学校図
書館を使った調べる学習コンクール』
を開催します。それを前に、このコン
クールに出品する作品づくりに役立つ

『ヒント』を学べる講座を開催します。
　講座では、作品づくりの手順や図書
館資料の使い方などが楽しく学べます。
●日　時　７月 21 日（日）
　午前10時～正午（小学１～３年生の部）、
　午後２時～４時（小学４～６年生の部）
●場　所　市民図書館 創作室
●募集人員
・３人（小学１～３年生の部）
・３人（小学４～６年生の部）
※ 小学１～３年生の児童が参加する場合

は、保護者が一緒に参加してください。
●申込先　市民図書館こどもデスク

※ このほか、保育園や小学校、
企業を巡回しています。各
巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

日 巡�回�場�所 時　間

11日
（木）

立花コミュニティセンター 10:15~
山代コミュニティセンター 11:00~
東山代コミュニティセンター 11:15~
大川コミュニティセンター 13:30~
伊万里コミュニティセンター 14:00~
松浦コミュニティセンター 14:30~

12日
（金）

田 代 公 民 館 11:30~
小島医院（波多津） 13:40~
南波多水留バス停前 14:00~
デ イ な が や ま 14:30~

16日

（火）

楽 寿 園 14:00~
ユ ー ト ピ ア 14:00~
グランパランいまり 15:00~

17日

（水）

長 生 園 13:00~
西 光 苑 14:00~
ケアマネージメントわきた 15:00~

19日
（金）

ケアハウスいまり 11:30~
伊万里ふるさと村 12:00~
原 屋 敷 公 民 館 14:00~

日 巡�回�場�所 時　間

２日
・
23日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
立 川 公 民 館 11:30~
山 口 病 院 14:15~

４日

（木）

波多津コミュニティセンター 11:00~
黒川コミュニティセンター 11:00~
二里コミュニティセンター 14:00~
南波多コミュニティセンター 14:00~

５日
・
26日
（金）

市 民 セ ン タ ー 11:30~
Ｊ Ａ 東 部 支 所 14:00~
デイあさひ／かりん 14:40~

９日
・
30日
（火）

伊万里鍋島焼会館 10:30~
国 見 公 民 館 11:30~
JA 滝 野 出 張 所 14:00~
国見団地集会所 14:30~

10日
・
31日
（水）

大川内鼓バス停横 11:00~
向 陽 園 14:00~
西 田 病 院 14:00~

27 2024.7
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◆ ウイルス性肝炎ってどんな病気？
　 肝炎は、肝臓の細胞が破壊され、肝臓に炎症が起きる病気です。日本では、ウイルス性肝炎が大半を占めていて、

特に B 型・C 型肝炎ウイルスは、感染者数が 250 万人以上にのぼる『国内最大の感染症』といわれています。
　 肝臓は『沈黙の臓器』と言われ、熱や痛みなどの症状はほとんどなく、気付かないうちに肝硬変や肝がんに進行す

ることがあるため、一生に一度は検査を受けましょう。

◆ 一生に一度は肝炎ウイルス検査を受けましょう
　 肝炎ウイルスの早期発見・早期治療のために、まずは検査を受けることが大切です。肝炎に感染していても、早期

治療を行うことで重症化を防ぐことができます。市では、集団健診のときに肝炎ウイルス検査を実施していますの
で、検査を受けましょう。

● 対象者
　 30 ～ 74 歳の人で、今まで肝炎ウイルス検査を受けたことがない人
● 場　所　
　 ▷市民センター（集団健診）
　▷市内の指定医療機関（個別健診）
● 検査内容　血液検査
※ 集団健診は予約が必要です。
　詳しくは、4 月に郵送した健診の案内で確認してください。
● 問合先　健康づくり課（☎ 23-2110）

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月～金曜日：午後８時～10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください（☎ 23-9910）。

暮らしのチャンネル

◆ 子どもの健診　健診は、母子保健法に基づいて実施しています。発育確認のために必ず受けましょう。

事業名 実施日 対　象 内　容 場　所 備　考

３か月児健診 生後３～４か
月になるとき 令和６年４月生

身体測定、診察など
佐賀県・福岡県・
長崎県内の医療
機関

・  乳児一般健康診査受診票と
母子健康手帳を持参してく
ださい。

・ 乳児一般健康診査受診票は、
市の保健師が各家庭に『赤
ちゃん訪問』をするときに
渡します。

10 か月児健診 生 後 10 ～ 11
か月になるとき 令和５年９月生

１歳６か月児健診 ７月 18 日（木） 令和４年 12 月生

身体測定、歯科・内
科診察、相談、フッ
化物塗布（希望者の
み 300 円）

市民センター

・ 対象者には通知します。
・  時間を分けて案内しますの

で、指定された時間に来て
ください。

・ 問診票と母子健康手帳を持
参してください。３歳８か月児健診 ７月 11 日（木） 令和２年 11 月生

 身体測定、尿検査、
目の屈折検査、歯科・
内科・耳鼻科診察、
相談

◆ 相談など　場所は、いずれも市民センターです。予約制で行いますので『いまりん子育てアプリ』で予約してください。

事業名 実施日 対　象 内　容 時　間

妊産婦乳幼児相談 ７月８日（月） 妊産婦・乳幼児 身体測定、育児・栄養・歯科相談、おっ
ぱい相談、離乳食相談など 午前９時 30 分～ 11 時

妊婦歯科健診 ７月８日（月） 妊　婦 歯科健診、歯科保健指導 午前10時～11時30分

ストレスケア相談 ７月９日（火） 原則 40 歳未満の人 公認心理師による相談 午前９時～午後３時

市民健康相談 ７月９日（火） 特定健診結果が気に
なる人など

管理栄養士・保健師による相談、体成分
分測定（筋肉や脂肪量の測定） 午前９時～午後３時

７月 28 日は『世界肝炎デー』　肝炎ウイルス検査を受けて、早期発見・早期治療しましょう

● 問合先　健康づくり課（　☎ 22-3916）
こども家庭センター（　☎ 23-2126）
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　広報伊万里 6 月号 34 ページで誤
りがありました。おわびして訂正し
ます。

 　歯周病疾患検診の予約専用番号
【正】☎ 23-2110
【誤】☎ 23-02110

お詫びと訂正

個別健診の指定
医療機関は、こ
ちらから確認で
きます→

282024.7 広報伊万里



暮らしのチャンネル

７月の市民相談

相談窓口名 開設日
時　間

（濃い青は正午〜
午後１時を除く）

場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（10・24 日）

午前 10 時～
午後３時

市民相談室
まちづくり課
市民相談室
23-2133

司法書士相談
※要予約

第３水曜日
（17 日）

午前 10 時～
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（18 日）

午前 10 時～
午後３時

人権相談
第１・３火曜日

（２・16 日）
午前 10 時～

正午

不動産相談
※要予約

第２木曜日
（11 日）

午前 10 時～
午後３時

行政なんでも
相談

第３金曜日
（19 日）

午前９時～
正午

消費生活相談
月～金曜日
※ 15 日は休み

午前９時～
午後４時

市民相談室
消費生活セ
ンター
23-2136

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

月～金曜日
※ 15 日は休み

午前９時～
午後４時

オンライン
相談

収納管理課
滞納整理係
23-2152

年金相談
※要予約

金曜日、第１月
曜日（１日）

午前９時30分～
午後３時 30分

面接室

唐津年金事
務所
0955-72-
5161

身障者相談
第４木曜日

（25 日）
午前 10 時～

午後３時
面接室 福祉課障が

い福祉係
23-2156

心の健康相談
月・火・木・金曜日
※ 15 日は休み

午前 10 時～
午後３時

福祉課障が
い福祉係

女性相談
※面談は要予約

月～金曜日
※ 15 日は休み

午前９時～
午後４時

相談電話番号
▷ 22-6763（月・水・金）
▷ 090-2858-3520

（火・木）

７月の行事

市民図書館 ☎ 23-4646

● ☆図書館☆（ほし）まつり
　６日（土）・７日（日）　

午前 10 時～午後４時
※ 雨天の場合は 13 日（土）・14 日（日）

に延期します。
● ☆図書館フレンズいまり俳句まつり展示

　〔企画展示室〕
　７月 30 日（火）までです。
※休館日は除きます。
● 伊万里ＡＩ探検隊〔洋会議室〕
　生成ＡＩに関する勉強会です。
　12 日（金）、26 日（金）　

午後６時 30 分～８時
● いきいき音読教室〔洋会議室〕
　16 日（火）　午前 10 時 30 分
● 昼さがりの映画会〔ホール〕
　17 日（水）　午後２時
　『グリーン ブック』（130 分 /2018 年）

● 介護予防健康増進・理学療法に関する展示
　〔展示コーナー〕

　21 日（日）午前 10 時～午後３時
※ 体力測定・体組成の計測を実施する予

定です。
● 子ども上映会〔のぼりがまのお部屋〕
　21 日（日）　午後２時 30 分
　 『忍たま乱太郎の宇宙大冒険 with コズ

ミックフロント☆ NEXT 太陽系の段
◆月の段』（50 分）

● ブックスタート〔ホール〕
　25 日（木）午後２時～３時
※休館日ですが、対象者は入館できます。
● マリリン絵手紙展〔展示コーナー〕
　28 日（日）～８月４日（日）
※  28 日は午後１時からです。最終日は、

正午までです。
※休館日は除きます。

◆ 夏休みに向けて親子で話し合いましょう ◆◆ 夏休みに向けて親子で話し合いましょう ◆
〜家庭用ゲーム機でも起きる『オンラインゲームの予期しない高額課金』に注意〜〜家庭用ゲーム機でも起きる『オンラインゲームの予期しない高額課金』に注意〜

【相談事例】
子どもが家庭用ゲーム機でアイテムやポイントを入手す
るために、親のクレジットカード情報が入ったアカウン
トを使って課金をしたことで、クレジットカード会社か
ら高額な請求を受けている。子どもはアイテムの入手に
お金がかかっていることを理解できていなかったようだ。

● 相談先　市消費生活センター（☎ 23-2136）
　　　　　消費者ホットライン（☎ 188〔いやや〕）
● 問合先　まちづくり課市民相談室（☎ 23-2133）

【アドバイス】
▷ 最近のオンラインゲーム機は、保護者用と子ども用の

アカウントを分けて管理できるようになっています。
子どもの予期せぬ高額課金を防ぐため、保護者アカウ
ントの『ペアレンタルコントロール機能』を使って、
利用状況をしっかり管理しましょう。

▷ オンラインゲーム利用時のルールを家族でよく話し合
いましょう。

▷ 困ったときは、すぐに消費生活センターに相談してく
ださい。
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● 問合先　環境政策課脱炭素社会推進室（☎ 23-2144）

＊�近い距離はできるだけ歩いたり自転車に乗るようにすると、健康
的な生活にもつながります。

＊�自動車は、発進するときに約４割の燃料を使います。発進すると
きの「ふんわりアクセル」など、エコドライブをすると、燃料代
を削減でき、同乗者も安心できる安全な運転になります。

■ 出典 : 環境省ホームページ

暮らしのメリット

　自動車の CO₂ 排出量は、家庭からの
CO₂ 排出量の約 1/4 を占めます。
　徒歩や自転車、公共交通機関など自動
車以外の移動手段の選択（スマートムー
ブ）や、エコドライブを実践していきま
しょう！

スマートムーブ
７月

テーマ
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伊万里市役所 検索

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

● 発行日／令和６年７月１日
● 発行編集／伊万里市情報政策課広報係　☎ (0955)23-4313（直通）
　 〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1　● 印 刷／山口印刷株式会社

　この冊子は、１部当たり約 33円で作成しています（人件費など間接経費は含
まれていません）。また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な
財源となっています。

情報発信

ホームページ フェイスブック エックス
（旧ツイッター）

ライン インスタグラム

納期限は７月 31 日（水）です
▶口座振替日　７月 26 日（金）

　納期限までに納付してください。
■ 固定資産税【第２期】
■ 国民健康保険税【第２期】

　● 問合先　収納管理課（　 ☎ 23-2152）

令和６年６月１日現在

● 人口　51,875人　 （−   47）
　　男　25,323人　 （−   19）
　　女　26,552人　 （−   28）
● 世帯　23,874 世帯（ −  35）

（　）は前月比

人の動き

C O N T E N T S

表

紙

６月４日、波多津小学校で『どろリン
ピック』が開催されました。この祭典
は、田植え前の学校の田んぼを使って
行われ、５年生が『だるまさんが転んだ』
や『一輪車競走』『フラッグレース』な
どの種目に果敢に挑み、気がつけば児
童たちは泥まみれ。青空のもと、泥と
児童たちの歓声が飛び交う何とも微笑
ましい光景が広がっていました。

企業の協賛で、伊万里市実行委員会が使
用する車にＳＡＧＡ 2024 ロゴや大会
ピクトグラムをラッピングしています。

【関連記事を 18 ページに掲載】

２
特 集
　我が家を空き家にしない

６ みんなの広場

７ 教育と文化

８ ほがらかページ

10 スポーツ

11 インフォメーション

22 暮らしのチャンネル
22 お知らせ・募集
27 こんにちは図書館です
28 保健だより
29 市民相談ほか

広報伊万里
No.845 ７

2024（令和 6 年）

〔 写真 〕

〔 ＳＡＧＡ2024国スポ・全障スポ情報〕

市制施行 70 周年

令和５年度に
制作したロゴ
マークの太陽
を少し大きく
整 え、 こ れ ま
での 70 年の歩
みに敬意を払
い つ つ、 今 後
の発展を意図
したデザイン
にしています。

ロゴマークの雰囲気を損
なうことなく、より小さ
いスペースでも市制施行
70 周年を周知できるよう
なデザインにしています。

ロゴマークデザイン エンブレムデザイン

市制施行 70 周年記念ロゴマークが完成

　今年度、市制施行 70周年を迎え、この記念すべき年を、より分
かりやすく市内外に発信していくために『70周年記念ロゴマーク』
と『エンブレム』を作成しました。今後『広報伊万里』をはじめ、
市の配布物などで使用していきます !

こ
の
春
、
息
子
と
と
き
を
同
じ
く
し
て
大

学
生
に
な
り
ま
し
た
。私
の
入
学
先
は『
さ

せ
ぼ
夢
大
学
』。
毎
月
１
回
全
10
回
の
講

演
会
な
ど
を
ア
ル
カ
ス
佐
世
保
で
受
講
し

ま
す
。
今
後
、
デ
ヴ
ィ
・
ス
カ
ル
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ん

や
加
藤
登
紀
子
さ
ん
の
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演
な
ど
が
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定

さ
れ
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い
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す
。
５
月
は
『
人

生
に
効
く
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科
学
』
が
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で
、
講
師

の
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熟
は
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の
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る
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一
生
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き
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ば
」
な
ど
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話
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し
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。
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師
は
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人
間
の
ト
リ
セ

ツ
』
な
ど
の
著
者
で
す
が
、
講
演
で
は
、

共
感
と
ね
ぎ
ら
い
、
思
い
や
り
か
ら
入
っ

て
い
く
対
話
術
の
大
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さ
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し

た
。
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
心
の

通
信
線
を
断
つ
こ
と
な
く
、
生
活
の
中
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
・
共
感
力
を
も
て
ば
、

よ
り
よ
い
毎
日
、
健
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来
が
見
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て

く
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の
で
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な
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か
、
そ
ん
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と
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た
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生
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初
の
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義
で
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た
。（
輝
）

編  

集  

室  

か  

ら

302024.7 広報伊万里


